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 戦後 日本経済の飛躍的発展 とともに海外に進出

する日本企業の数は大幅に増加 した。そ して海外

に出て現地の人hと 協働す る日本人がふえるにつ

れ，両者の間の軋轢 もまた次hと 表面化しは じめ

たのである。そ うした文化摩擦にはふたつの側面

があるように思われる。ひとつは両老の利害の対

立に基づく 厂事実上の摩擦」であり， もうひとつ

は相互の文化の違いに起因する 「認識上の摩擦」

である。前者が主に政治や経済にかかわる問題 と

すると，後老はむ しろ心理学の寄与すべき問題 と

言えよう。

 私たちは海外で働 く日本人 と現地の入々との対

人関係に焦点を合わせ，相手文化の理解不足か ら

生 じる不必要な摩擦の事例を収集 ・分析 し，それ

らを解消するのに役立つ訓練方法(culture assi-

milator)を 開発す ることを最終的な研究 目標 とし

ている。 しかし，その前に，海外の日本人が現地

で どのような生活を送 り，現地の文化にどのよう

に適応 しているのかをしっかりと把握 しておく必

要がある。本研究の目的，課題，理論的背景など

については本誌前号(第3号)で 詳 しく紹介 した。

今回は最初の研究対象であるタイ国で行った質問

紙調査について報告する。

      II

調 査 の 目 的 と 方 法

 日本企業は世界各地に進出 しているわけである

が，それに伴なう文化摩擦は東南アジア諸国，特

にタイ国で しぼ しば表面化 している。昭和47年 末

の 「日貨排斥運動」，昭和50年 初頭の田中首相(当

時)訪 タイの際の 「反 日デモ」，そ して最近にい

たっても日系企業に対する脅迫や現地人従業員の

ス トライキの模様などが しぼしば 日本の新聞紙面

を賑わ している。

 実際にタイに滞在 してみると一般の人hに 反日

的感情が浸透 しているわけではないことがよくわ

かる。 しかし，自動車や電気製品をはじめとする

日本製品の氾濫は大変に目立ち， 自国の経済を日

本に支配されそ うだとい う危機感がタイの人々の

間に生じたとしても，それは無理からぬところで

あろう。現在，タイにおける日本の投資残高はア

メリカを抜いて第1位 になっているほか，貿易面

でも輸出 ・輸人とも日本が最大のシェアを占めて

いる。タイ経済の対日依存の度合は，実際，極め

て大きいのである。

 タイに滞在する日本人の大多数はバソコ ックに

居住 している。日本人在住者で組織するパンコ ツ

ク日本人会の会員数は平生2，400名程度であるが，

会員になっていない老も含める とタ イに は常時

3，000名を越す 日本人が滞在 していると言われる。

その大部分を日本の企業か ら派遣 されている人々

とその家族が占めているわけである。

 今回の質問紙調査はそ うした日本人派遣社員が

どのような準備をし，どのような任務を帯びて赴

任し，現地でどのような活動をし，現地での経験

をどのように評価しているかといった実態の解明

とともに，タイ人に対する態度 ・心理的距離 ・イ

メージ，さまざまな場面におけるタイ人の行動予

側などを通じて彼 らがタイ人をどのように捉えて

いるかも併せて理解することを目的としている。

 同時に，日本人の回答 と対照す る目的で，タイ

人従業員にも質問紙を配付した。 日本人が もつ タ

イ人のイメージとタイ人がもつ 日本入のイメージ

とを比較対照するとともに， さまざまな場面にお

けるタイ人の行動を日本人が予測するわけである

が，それがタイ人自身の回答 とどの程度適合する

かも見ようとしたのである。 日本人回答者にはも

ちろん日本語の質問紙を用いた。タイ人回答者に

はその一部をタイ語に翻訳 した ものを使用 した。

日本語版の質問紙の中か ら必要な項 目をまず英訳

し，さらにそれをタイ語に翻訳 したのである。そ

の際に厳密な再翻訳(back-translation)の 手続き

はとられていないが，英語か らタイ語への翻訳は

タイ人の研究協力者2名 が別々に行い，その結果

に大きな違いは認め られなかった。

 さて，これまでタイ人に対するイメージ，タイ

人の行動予測など 「タイ人」とい う言葉を使 って

きたが，今回の調査では実際には 「一般タイ人」

と 「華僑系タイ人」 とを分けて回答 して も らっ
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た。 もちろんその区分は法律的な根拠をもつもの

ではなく，またアメリカにおける白人と黒入のよ

うに両者の外見が著 しく異なっているわけでもな

い。 しかしタイ社会においては一般 タイ人と華僑

系タイ人の職業領域はかな りはっき りと分化して

お り，その行動様式，価値観，イメージなども区

別されて認識されているのでは な い か と考えら

れ，あえて両者を分けて日本人回答者に判断を求

めたのである。現在タイの華僑の数は約300万 人

で，人口の約10%を 占めると言われる。タイ人と

結婚するケースも多く，混血した者も含めると華

僑系タイ人の割合はもっと高くなるであろう。本

誌前号(第3号)で 報告 した通 り，タイ経済は専

ら華僑の手に委ね られており，一方軍人や官吏な

どは華僑系以外のタイ人によ って独占され て い

る。官吏は，華僑を政治的権力の枠に入れ，政治

的保護，特権を提供 し，その見返 りとして経済活

動か らの利益の配分を受けている。一方，タイの

就業人口の80%以 上を占める農民は自らの価値か

ら，経済的保護老 として華僑をみており，官吏 と

華僑の場合 と，同様，両老の利害関係が一致 して

共生関係が生じている。インドネシアやマレーシ

アなどとは異な り，タイでは華僑の現地融和がさ

したる軋轢を生むことな く円滑に進んできたので

ある。

 今回は現地の日本人社員131名 とタイ人従業員

140名 の回答が分析に用いられた。 その企業別内

訳は表1に 示される。なお質問紙の配布に際 して

統一された方法やサ ンプ リングの手続きはとられ

ていない。タイ国政府奨学生としてチ ュラロンコ

ン大学に留学中の高根定信が知 り合いの日本人派

遣社員や彼 らを通じてその同僚や友人に質問紙を

配布 したものである。またタイ人従業員に対 して

は，各企業の労務担当老を通 じて間接的に質問紙

を配布 ・回収 した。回収率は日本人約75%， タイ

人約80%で あった。 この他に日本人派遣社員に同

行 した主婦23名 ，タイ人 と結婚 している日本人女

性9名 か らも回答を得ているが，それ らは今回の

分析には含まれていない。 またタイ人回答者140

名のうち，純粋の華僑21名 ，タイ人の血が少し混

じった華僑49名 が含まれてお り，彼 らは一括 して

「華僑系タイ人」，残 りは 「…般 タイ人」 と分類 さ

表1回 答者の所属 企業別内訳

日本 人回答者

 百再         ネヒ    (4ネ1二)
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 不       明

   (総 言・卜)          40数 彡1≒村二
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 商      社
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 製      造
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れた。従 って，タイ人回答者の丁度半数にあたる

70名が 「華僑系タイ人」，残 りの半数 が 「一般タ

イ人」と分類されたことになる。

 本稿では各質問項 目に対する日本人回答の反応

の単純集計を 中心に， タイに在住 す る 日本人の

実態や 「一般 タイ人」及び 「華僑系タイ人」に対

す る態度やイメージなどを描き出してみたい。ま

た， タイ人回答者の結果 も必要に応 じて引用 して

いくことにする。なお質問項 目の構成については

日本語版の質問紙が資料 として本論文末尾に掲載

されているので，それを適宣参照 されたい。

      III

単純集計による結果 と考察

1・ 回答者の人口学的 ・社会学的構造

 まず 日本人回答者131名 の年齢，結婚歴，学歴，

専攻に関する分布を見てみよう(図1参 照)。年齢

については30代 ，40代 のいわゆる働 き盛 りの中堅

層が回答者の80%以 一f：を占めていることが わ か

る。海外派遣に際 しては，健康で新 しい環境への

適応力があり， しか もかなりの業務経験のあるこ

とが要求されるので，どうしてもこの年齢層がψ
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図1 回答者の人 口学的 ・社会学的構造

核 とならざるを得ないのであろう。50代 の回答者

は企業の トヅプ ・クラスか極めて長期に渡る滞在

者のいずれかである。次に回答者を未婚 ・既婚別

に分けると，20代 の回答者の割合が少ないことも

あって，独身者は全体の5%に あたる7名 のみで

あった。残 りの124名 が既に結婚 しているわけで

あるが，その うち単身赴任は13名 にすぎず，回答

者の大半が家族とともに現地滞在していることが

わかる。単身赴任をしている者の中には50代 の回

答者が多く含まれている。これは子供が高等学校

に入るような年齢に達す ると母親 とともに帰国す

るケースが多いためではないかと思われる。

 タイに限 らず海外に派遣 される日本人の最大の

悩みのひとつは子女の教育問題だ，と言えるであ

ろ う。日本においても帰国子女の教育機関への受

け入れ問題が真剣に討議されるようにな りつつあ

るが， まだその対策は不充分である。子供が学齢

期に達 したために帰国を希望するケースは極めて

多い。バンコックには日本人学校があり，中学ま

での教育を日本語で受けることができる。 しか し

日本の受験競争に備えるたあ早 目に子供を帰国さ

せようとする傾向が強いようである。子供がいる

日本人滞在者のうち子供を現地に同行せず 日本に

残 しておく割合は，子供の年齢が高 くなるほど大

きくなっている。9才 以下の年齢の子供をもって

いる回答者のうち子供を 日本に残 しているのは3

%に すぎないが，子供の年齢が10～12才 の場合に

は13%，13～15才 の場合には46%，16才 以上の子

供をもっている場合には86%の 回答者がその子供

と離れて暮 らしている。また子供を同行するか否

かの判断は子供の性別に も左右される。特に中学

以上の年齢の場合には，男子は 日本での教育を受

けさせるが，女子は両親とともに現地に残ること

が多い らしい。バンコックには 日本人学校の他に

英語で授 業 の 行わ れ る国際学校(international

school)が あるが， その高等部に在i籍する日本人

の大半は女子生徒であった。学齢期の子供をもつ

日本人家庭を訪れると，いずれもその教育問題に

頭を悩めている様子がよくわかる。

 それでは次に回答者の学歴と専攻に注 目してみ

よう。やは り大学卒業以上の学歴をもつ者が回答

者全体の83%を 占めてお り，タイ国についても，

海外派遣社員の高学歴化の傾向が うかがわれる。
一方，専攻については，経済，法律，商学などの

社会科学系，工学，農学などの自然科学系がほぼ

同じ割合を占めてお り，いわゆる語学のスペシャ

リス トは予想よりもはるかに少なかった。大学時

代にタイ語を専攻 した者は4名 だけである。

 各回答者の調査時点での在 タイ期閊の分布は図

2に 示される。10ケ 月をひとつの単位 として分布

を作ると，20～29ケ 月をピークとする山型のパタ

ーンがあ らわれる。 日本企業からタイに派遣され

る社員の場合には大体3年 か ら4年 ぐらい滞在 し

て帰国するケースが多いと言われるが，今回のサ
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100～ 巳

ンプルの中にはそれ以上の期間滞在 している者が

かな り含まれている。100ケ 月以上の長期滞在者

には， 日本企業から派遣されたのではなく，自分

で小さな商社を経営 して日本との貿易を行ってい

るような人が多い。

2.現 地 生 活 の 実 態

 タイに滞在する日本人は職場あるいはそれ以外

の場においてどのような生活を営んでいるのであ

ろうか。まずその耒務内容を見てみよう。今回の

調査では 「営業 ・外商など対外的な仕事」，「経理

・事務など内部管理的な仕事」，「技術指導など専

門的な仕事」，「それ以外の仕事」のうちいずれの

比重が最 も大きいか とい う形で回答者に判断を求

めた。その結果は図3に 示されているが， 「技術

指導的な仕事」に携わる老 が最 も多 く，次いで

「対外的な仕事」，「内部管理的な仕事」の順にな

っている。技術指導的な仕事の比重が大きいのは

開発途上国への派遣社員に特徴的なことのように

思われる。おそ らく西欧諸国への派遣社員とはそ

の業務内容をかなり異にしているのであろ う。

 では，かれ ら日本入現地派遣員の同じ職 場での

協同(働)者 ，業務上の取引相手，そして仕事を離

れて交際 している友入にはどのような人々が多い

のであろうか。そのそれぞれについて 日本人，華

僑系タイ人，_.タ イ人が何人いるか答xて もら

った結果が図4に 示される。同じ職場で働 く協同

(働)者には一般タイ人が数の上で最も多く，次い

で華僑系タイ人，日本人の順になっているが，業務

上の取引相手に関してはこの順序が全 く逆転して

いる。すなわち対外的な接触相手 となるのは日本

人が最も多く，次いで華僑系タイ人，そ して一般

匹轡 ㈹1一 一 ⊥ 騨 剄 ↓
(5)

図3 現地での業務内容
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タイ人の順になっている。次に，仕事を離れての

友人の数を見るとやは り日本人が圧倒的に多 く，

華僑系タイ人，一般 タイ人の友人の数はそれに比

べるとはるかは少なくなっている。 日本人の友人

がひとりもいないと答えた回答者は全体の11%に

あたる14名にすぎないが，回答者の半数以上が華

僑系タイ人や一般タイ人の友人がひとりもいない

と答えている。どうや ら同じ職場には一般タイ人

の数が多いが，業務上の取引となると華僑系タイ

人や 日本人を相手にすることの方が多く，さらに

仕事を離れての交際相手になるとその殆どが同じ

日本人に限 られて くるようである。仕事上のつき

あいとプライベー トなつきあいとではその相手が

はっきとり違って くるらしい。

 現地滞在者が休日や余暇をどのような相手とど

のように過ごしているかを調べ るた め に， ゴル

フ，テニス，さまざまな場所での食事など15の事

態を設定し，そのそれぞれに月平均何時間ぐらい

費や しているのか，また同行するめは日本人かタ

イ人かといった質問項 目を設けたのであるが(本

論文末尾資料参照)， その内f1が あまりに も細か

すぎた らしくこの項 目は無回答のまま残されるこ

とが多かった。ただ，現地人よりもやは り日本人

と一緒に余暇をす ごす傾向は明確にあらわれてい

た。余暇のすごし方に関 しては，現地赴任後のタ

イ国内の旅行経験も尋ね られている。 「有名な観

光地 ・保養地」，「外国人のめったに訪れない旧跡

地 ・秘地」，「奥深い山村漁村など僻地」のそれぞ

れに団体あるいは個人で何回旅行した経験がある

かを尋ねたのである。 これもやや細かすぎて答え

にくい質問であった らしいが，秘地や僻地はとも

かく，大多数の滞在老が有名観光地を何度 も訪れ

ていることがわか った。 これは自分や家族の楽 し

みのためだけではなく， 日本か らの訪問客を観光

地に案内する機会が意外に多いためではないかと

思われる。
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 仕事上の必要か ら接触する場合はともかく，現

地の日本人がプライベー トに交際する相手は同じ

日本人に限 られてしまう傾向のあることは前に述

べた通 りである。あるいは言葉の問題がその原因

のひとつになっているのかもしれない。職場で使

われる言語 としてはやはりタイ語の割合が最 も高

く，次いで英語，日本語の順になっている。職場

を離れた時には不 自由なタイ語あるいは英語では

なく， 日本語の通 じる相手 と話 したいという欲求

がプライベー トな場面での日本人同志の交際を強

めているのか もしれない。現地の人々と充分な意

思の疎通をはか り円滑な対人関係を結ぶためには

どうしてもコミュニケーションの手段 としての現

地語の修得が必要となろう。 日本人派遣社員の現

地適応を考えるうえで言葉の問題は極めて重要な

要因となるはずである。そこでタイに滞在する日

本人はどの程度タイ語ができるか少 し詳 しく調べ

てみることにした。 しかし調査の制約上各回答老

にタイ語のテス トをす るのは不可能なので，難易

度の異なる10の事態を設定 し，そのそれぞれをど

の程度タイ語で行うことができるか 自己評定 して

もらい，それによって各回答者のタイ語能力を測

定 した。 「できない」，「まあまあできる」， 「よく

できる」の3件 法に基づ く結果は 図5に 示 され

る。

 簡単な買物をした り，雇い入に用件を伝えるな

ど日常生活に必要な用をタイ語で足すことができ

ないとした人はごくわずかであるが，それ以上の

タイ語能力をもつ人もまた極めて少ないようであ

る。回答老の半数以上が，タイ人と不便なく会話

をした り，電話で業務上の交渉をすることができ

ないと答}て いる。 しかし，30%近 くの人がそう

タイ語使用の領域 A… できない B… まあ まあで きる C… よ くでき る

1)町で簡単な買物ができる 
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                                   、                    '
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図5 タイ語能 力の自己評定
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した川をタイ語で足すことが 「まあまあできる」

と答えているし，20%近 くの人が 「よくできる」

と答えているので，現地の日本人のタイ語の会話

能力がそれほど低いとは言えない。そうした会話

能力はさておき， タイ語の読み書 きとなると， し

か し，それができる人の数はもっと限 られ て く

る。回答者の4分 の3以 上が タイ文字の読み書き

ができないとF=7x.ているし，相手にあわせて手紙

を書いた り，業務内容について正式な報告書を書

ける人は全体の10%に もみたない。新聞の見出 し

を理解 ぐきると答えた人もせいぜい17%程 度であ

る。タイ語で日常の用を足せない人は少ないが，

支障のない会話のできる人は半数以下，そしてタ

イ語の読み書きがどうや らできるのは10%租 度と

い うのがタイに滞在する日本人のタイ語能力の実

状であろ う。会話能力は比較的高いのに，読み書

きの能力が極めて低いとい うことが日本人のタイ

語能力の特徴 となっている。 これは大多数の人々

が正式なタイ語の教育を受けてお らず，現地で実

戦的な形でタイ語を覚えていったためであろうと

思われる。たとえばアメリカに滞在する日本人社

員を考，'2.た場合，アルファベ ヅトの読み書きがで

きない入を想像するのは難 しい。先進諸国へ派遣

される場合と開発途上国へ派遣され る場 合 とで

は，日本人の現地語修得のパターンは随分と違 っ

ているのではないかと思われるのである。

 当然のことながらタイ語能力と現地滞在期間と

の問には高い相関関係があり， タイに長 くいる人

ほどタイ語がうまくなる傾向が認められた。この

他，現地での業務内容によってタイ語能力に違い

の生まれていることもわかった。一般に，内部管

理的な仕事に従事 している日本人のタイ語能力は

高 く，技術指導的な仕事に携わっている日本人の

タイ語能力は低いようである。対外的な仕事をし

ている日本人については， タイ語のうまい人 とへ

たな人とはっきりと分かれる傾向が認められる。

もっぱ ら日本人業老を相手にしている者 とタイ人

を取引相手としている者がいるためにこうした結

果が生じるのであろうか。全体にタイ語がよくで

きる日本人ほどタイ人の友人 も多 く職場での対人

関係にも満足を覚えており， タイに再び来ること

を希望する割合も高い。やはりタイ語のできる日

本 人 の方 が タ イ人 に 対 して 好 意 的 で 現 地 へ の適 応

も良 い ， とr=i'えそ うで あ る。

3.赴 任 前 の 状 況

 前節ではタイに滞在する日本人が現地でどのよ

うな生活を送 っているかをみたわけであるが， こ

こでは少 し時間を溯 って，彼 らがタイに赴任する

前のことを調べてみ よう(図6参 照)。今回の調査

の回答者には，現地採用の者や商社などか ら出向

している者 も多少含まれているが，その大多数は

本社派遣とい う形で赴任 している。タイに赴任す

る前の業務内容を見ると，営業関係の仕事を して

いた者が最 も多 く全体の56%を 占め，次いで製造

関係の仕事についていた者が多 く，経理などの事

務関係を専門に していた者は比較的少なかった。

またタイに赴任する前に海外との取引に関連する

事業部門にいた者とそ うでない者とは同数になっ

ているが，他にタイ以外の国か らタイに転勤 して

きた老が12名今回のサンプルに含まれていた。タ

イ以外の国で生活 した経験のある老は38名 で全回

答者の29%に あたる。従 って，残 りの71%の 回答

者はタイでの生活がはじめての海外経験というこ

とになり，現地滞在者の大部分が海外生活経験の

乏 しい人たちによって構成されていることが示唆

される。以前にも海外で生活 したことのある人た

ちの滞在先を見 ると，やは り東南アジア諸国が最

も多く，次いで北米，東アジア，アフリカの順 と

なる。諸国を渡 り歩いているような人 もないわけ

ではないが，その数は極めて少ない。タイに入国

するのに必要な：ヴィザには，普通のいわゆる 「テ

ン，一}，ラリー ・ヴィザ」の他に，更新が容易な rB

OI(Board of Investment)特 別 ヴィザ」，更新の必

要のない 「パーマネント・ヴィザ」などがあるが

今回の回答者がどのような種類のヴィザで入国 し

ているかの内訳は図6に 示される通 りである。タ

イ政府の方針により外国籍の者がタイで就業する

のにさまざまな条件が課せ られるようになってき

てお り，例}ぽ パーマネント・ヴィザを取得する

のは以前 よりもはるかに難 しくなっているのが現

状である。

 それではタイへの赴任が決定した時に，この人

たちはどのような気持をいだき，どのような準備
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採 用 型 態
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業 務 内 容

「 本社派遣  (107)]1穐1幽

[二塑 旦 ・・1響1)

L現 地採用(7)

テ・ポラリー(・6) 砺

[頭[. '1：r，i   (73)

配 属 部 署

海 外 経 験

滞在先(の べ50人)

[：1壷こJs.業関驫；邑.(58)

不
朋

一

 
の
 

⑫

「

 
造

 
製ユ

 
 
 

}

海外事業非関連部門  (58)

[三 二-_と 一(93)

一靴
翌 三司

C二轟 響ヨ「証 謳躯プ遷 臆 匕矯
             L南(1)           L南く2)

図6 タイに赴任す る前 の状 況

をしたのかを次に見てみよう。赴任前の気持につ

いては 「行きたい国だった」，「いや だな と思 っ

た」，「決定を意外だと思った」，「期待 より心配の

方が大きかった」，「立派な業績をあげようと思 っ

た」，「日本的社会にいやけがさしていた」の6項

目を設け，そのそれぞれが各回答老の気持にどの

程度あてはまるかを 「いいx」，「少 しそ う思 っ

た」，「そ う思った」 の3件 法で判断 して も らっ

た。その結果は図7に 示され るが，全体にタイへ

の赴任に対 して否定的な感情をもった人よりもむ

しろ肯定的な感情をもった人の割合の方がはるか

に大きくなっていることが 目立つ。 「タイは行き

たい国ではなか った」 と答えたのは全体の13%，

「タイへの赴任をいやだと思った」 と答えたのは

全体の8%に すぎない。 もちろんこうした回答に

は 「ホンネ」よりも 「タテマエ」の方が強 く反映

されるものであり，タイへの赴任に対する積極的

な態度を示す回答も多少割引いて考える必要があ

ろう。 「日本的社会にいやけがさしていた」 と答

えた老は少ないが，そ う答えた者の多 くはタイの

みならず他の国への派遣を希望する傾向が見 られ

る。また 「タイは行きたい国だった」 とF一；xた51

名の80%以 上が北米への派遣を希望 している。逆

に 「タイは行きたい国ではなかった」と答えた者

はタイ以外への国に行 くことにも消極的な態度を

示 している。どうや ら海外に出たいと希望する老

の多 くはタイへの赴任決定を歓迎 し，タイに行き

た くない老は 日本で生活することを第一一に希望し

ているようである。

 「タイ赴任の決定を意外だと思った」 と答xた

者は全体の21%， 「少しそ う思った」 と答えたの

もやは り21%， 「タイ赴任に関して期待 より心配

の方が大きかった」 と答えた者は16%， 「少 しそ

う思った」 と答えた老は31%を 占めている。やは

り，ここでも全回答者の半数以上がタイへの赴任

決定を当然のことと受け とめ，む しろ楽観的な見

通 しをもっていた ことがわかる。ただ し 「立派な

業績をあげよう」 と積極的に思 った者の割合は17

%程 度で，大部分の回答：者がそれほど気負った気

持でタイに赴任 しようとしたわけではないことも
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   タイ赴任前の気持       A…いいえ      B…少しそう思った    C… そう思った
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             図8 タイに赴任する前の準備(事 前学習)

示されている。

 では，タイへの赴任が決定 した後，この人たち

はタイでの生活に 向けてどの程度の準備を 出発

前にしたのであろうか。そ うした事前学習の実状

は図8に 示される通 りである。タイ語の勉強をし

た り，研修会に出て勉強した人はごくわずかしか

いない。タイに限 らず海外生活に関する研修プロ

グラムを受けた経験のある人 もやはり少ない。お

そ らく海外派遣に際 しての準備不足は，個人より

もその人が属する会社の施策に問題があるのであ

ろう。前任者に経験談を尋ねた り，旅行ガイ ドブ

ヅクを読んだ り，業務内容に関する専門の文献を

読むなど個人的にできる範囲での事前学習をして

いる人はそれほど少な くはな い の であ る。しか
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し，会社側で研修会を催 した りすることは稀であ

り，体系的な事前訓練をしようにもそのための方

法のないのが現状 と言えよう。本研究がそ うした

訓練方法の開発を最終的な目標 としている所以で

ある。赴任先についての情報を個人的に収集する

努力を している人は少な くないとしても，そ うし

た方法には限界がある。個人の努力に依存するだ

けではな く，派遣員を送 り出す組織の側でも事前

学習に関して何 らかの対策を講ずるべ きで あ ろ

う。いずれにしろ，かな りの割合の日本人が全 く

何の準備もすることなくタイに赴任 していること

は明 らかであり，事前学習が不足 している現状は

否定できない。

4・ 現地経験に対する評価

 タイに滞在 している日本人が現地でどのような

生活を営み，また赴任前にどのような気持をいだ

き，どのような準備をしていたのか。そ うした実

態をこれまで明 らかにしてきたわけであるが，次

に現地での滞在経験を彼 らがどのように評価 して

いるかを調べてみることにす る。 まず， 日本にい

た頃 と比べて， 現地での 「給与」， 「住宅事情」，

「教育環境」，「衛生 ・治安状態」，「職場での対人

関係」，「職場外での対人関係」がどのように評価

されているかを見てみよう(図9参 照)。 「給与」

および 「住宅」に関 しては， 日本にいた頃の方が

良かった と評価する人 もないわけではないが，大

部分の回答者がタイに赴任 してか らの方が良 くな

ったと答えている。物価高，住宅難の日本の現状

を考えれば，これは当然の結果 と言aる で あ ろ

う。 日本に比べればタイの物価，特に人件費は極

めて安く，現地の日本人の殆どはメイ ドを雇 って

家事をさせるような生活をしている。そ うした面

では確かに恵まれているのだが， しか し 「教育3

境」，「衛生 ・治安」 とい う点になると現地生活は

一様に低い評価を受けている
。 日本にいた頃より

も 「衛生 ・治安」が良くなったと評価 している者

は皆無だ し， 「教育環境」が良 くなったと答vii，た

者もごくわずかである。銃機の統制が厳 しく，警

察などの組織が充実している日本に比べれば確か

にタイの治安は悪いし，衛生 とい う点でも日本ほ

ど行き届いた管理がなされていないのは事実であ

る。また前にも述べた通 り学齢期の子供をもつ 日

本人家族はみな子供の教育に頭を悩めてお り，現

地の 「教育環境」に対する低い評価 もやは り当然

のことと言えよう。 日本にいた頃よりも教育環境

がやや良 くなったと答えた7名 は，受験戦争がな

いことや国際的感覚を養える点を評価 したのであ

比較事項

1)給 与(収 入)

2)住 宅

3)教育環境

4)衛生 ・治安

5)職場での対人関係

6嬲 外での対人臨 區1

   A…現在の方がよい    B… 現在の方がやや良い    C… 変らない

   D… 日本にいた頃の方がやや良かった  E… 日本にいた頃の方が良かった

匚 麺 ニコ こごこ画 一フ 「叫 圃 σ)

匚 一_.A(47).一 ….∴ 」(・?)._一 」、C(17)一..D(10)IE(16)

陣 叫 塑 一L_一 …・(概_..』⑱晦 二二     .，
E(114)

墮しllヨ塑1籌遊『芝藝9
     B(20) C(30)一 一D(31)   E(41)

図9 日本に いた頃 との比較
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ろうか。

 「給与」や 「住宅」とい う物質的な面では現地

生活の方が高く評価され， 「教育環境」や 「衛生

・治安」とい う社会的な面では日本の生活の方が

一様に高 く評価されているわけであるが， 「対人

関係」については現地生活に対する評価が分かれ

るようである。日本にいた頃よりも「良くなった」

とい う回答よりも 「悪 くなった」とい う回答の割

合の方が幾分高いが，「職場での対人関係」につい

ては 「日本にいた頃と変わ らない」とい う回答が

最も多 くなっている。生活の他の側面よりも対人

関係に関する評価に個人差があらわれやすいよう

に思われる。タイ語能力の高い人ほど現地での対

人関係を高 く評価する傾向のあることは前に述べ

た通 りである。 この他， 「職場での対人関係」と

「職場外での対人関係」とを比べると，職場を離

れての対人関係に対する評価の方がバラツキが大

きくなってお り， 「職場外での対人関係」が 「日

本にいた頃と変わ らない」とい う評価はそれほど

多 くないことも図9に 示されている。

 それでは次に，日本での生活 との比較ではなく，

赴任前に予想 した現地生活と比べて実際の現地生

活がどのように評価されているかを見てみよう。

一般市民やタイ人従業員の日本人に対する態度，

タイ人の労働意欲 ・志気，作業能率，職務に関す

る信頼性，そしてタイ国での生活環境について，

「思ったよりより良かった」，「思った通 り良かっ

た」，「思ったよりより悪かった」，「思った通 り悪

かった」のいずれかを選んで回答してもらった結

果が図10に 示されている。 「一般市民の日本人に

対する態度」，「タイ人従業員の日本人に対する態

度」，「タイ国での生活環境」の3項 目については

期待以上あるいは期待通 りに良かったとい う評価

が大勢を占めているが，タイ人従業員の 「労働意

欲 ・志気」，「作業能率」，「職務に関する信頼性」

の3項 目については，逆に期待以上あるいは期待

通 りに悪かったとい う評価の方が多 くなっている

ことがわかる。友好的ではあるが日本人ほど勤勉

ではないという点に現地の日本人のタイ人に対す

る評価が集約されようか。

 タイ国での生活環境に関 しては， 「思ったより

より良かった」とい う評価が最も多 く， 「思った

よりより悪かった」とい う評価が最 も少なくなっ

ているが，それだか らといって現地の日本人の多

くがrな るべ く長 くタイで暮 らしたい」と思って

いるわけではない らしい。現地の日本人がどの程

度 日本に帰 りたいと思っているかを調べた結果が

図11に 示されている。やは り 「なるべ く早 く帰国

事  項

A… 思ったよりより良かった B… 思ったとお り良かうた

C… 思ったよ りよ り悪かった D… 思った とおり悪かった

・一般市民の 日本人に対す る態度

タイ人従業員の日本入に対する態度匚

タイ人の労働意欲 ・志気

タイ人の作業能率

タイ人の職務に関する信頼性

タイ国での生活環境

匚  A(G9)二二=二[二 曝 ≧コ11朔 凱]

    A(48)丁ll二B(48)]∫ 飼 ：コ

A(20)〔棄 工 亜1丁`二D(43)二 口
    1     /            ，'               ；

匚調]画 矼=二 亜 ∬ 丁 三二二D(50⊂二π1⊥二]    。       、'                    、 rr                         一，
    5        、                        、、                             9    匿     

t               ・                 ノ

巨 司 黶 ℃ 二C(43)コ 」D(39「=仁 コ

[=  A(58)   B(29)_.C(13).ID(21)一]

図10 タイ赴任前の 「期待」 と赴任 後の 「現実」 との一致 ・不一・致
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   A…すぐ帰国したい       B… なるべぐ早く糧国したい

   C… なるべ く長 くタイで暮 らしたいD… 一生 タイで暮 らしたい

區匸三「1二1予魎二ll二こ τ工 面一『.↑]
L._n(3)

図11冂 本 へ の帰 国 願iJrj

した い 」 とい う回 答 が 最 も多 く， 全 体 の66%に あ

た る86名 が そ う答 え て い る。 しか し131名 中28名

は 厂な るべ く長 くタ イで 暮 ら した い」 と答 え て い

る し，「一 生 タ イで 暮 らし癒 い 」と答 えた 者 も3名

ほ ど含 まれ て い た。 現 地 で の業 務 内 容 に よ って こ

うした 帰 国願 望 の強 さ に違 い が生 まれ て い る よ う

で あ る。 技 術 指 導 を主 た る業 務 と してい る 日本 人

の 帰 国願 望 が最 も強 く， そ の90%が 日本 へ す ぐ，

あ る い は な るべ く早 く帰 る こ と を希 望 し て い る

が，その割合は内部管理的な仕事をしている人た

ちの間では71%， 対外的な仕事をしている人たち

の間では65%程 度である。

 どの程度 日本に帰 りたいかではなく， もう…度

海外へ赴任す るならばどの地域へ行きたいか とい

う質問 も今回の調査項 目に含まれている。タイを

含む世界の10地域のそれぞれに 「行きたい」，「行

きた くない」の2件 法で答えてもらった結果が図

12に示されている。無回答が少し多すぎるが，日

国 A… 行きたい B… 行 きた くない

アラブ諸国  A  
_B(96)一__一 一 (29)」

            亀                                                                 '
            覧                                                                         '

イン陣 鏘 撫 區 し
_.…B(89) 一i(34) 一一]

アフ リカ [_一 一A(15)」

_._B(86)_一 一一f_(30)]
                、、                                                    ，

韓国・n7；fd'ど東アジア諸国 匚 ■亜llllL. B(G4)  (31)二 】

                   、                                                      、

タ欄 備 アジア諸国 匚A(40)  
一一B(67)T一 一一(24)一]

もう渡 タイ    ¥_一，.一一(59)   (27)]

中 献  匚 A(62)  B(35) (34)
_ニ i   ]

北 米 匚
一，∴ ….鰍 一__i_1_.B(41) … 工 妬 二 」

オーストラリア [
.。.A(78)一.。_い(25) (28)…一一一1一一 一一一一一一」

                             、                    、

・一・・パ   匚   A(84) 一三 三「 B(べL画 三」

            図12行 きたい国 ・行きたくない国
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本人の西欧志向の傾向はやは り明確にあ らわれて

いる。ヨーロヅパの人気が最 も高 く，次いでオー

ス トラリア，北米，中南米の順になってお り， こ

れ ら4地 域に関しては 「行きたい」 とい う回答の

方が 「行きた くない」 とい う回答よりも多 くなっ

ている。アラブ，アフリカ，アジアなどの非西欧

諸国については，やは り 「行きたくない」 という

回答の方が多い。その中ではアラブ諸国の人気が

最 も低 く， 「行きたい」 と答えたのはわずか6名

だけであった。南アジア，アフリカ，東アジア，

タイ以外の東南アジア諸国，そ してタイという順

に 「行きたい」 という回答の割合がふえている。

タイは，西欧諸国や中南米諸国よりは人気がない

が，他のアジア諸国よりは人気があ るわ け で あ

り，タイに滞在した経験によって特にタイだけは

行きた くないとい う形の態度変容が起きたとは考

えにくい。もちろんタイに滞在した経験のない日

本人がこうした調査項目にどのように反応するか

がわか らないので明確な結論を下す ことはできな

いが，現地に滞在 したことによりタイに対する態

度が極端に悪化 した形跡は認められない。

 タイに滞在する日本人の多くが企業組織の…員

として派遣されている以上，彼 らの現地適応は個

人の資質だけではなく，彼 らの属する組織の対現

地施策にも大きく影響されるは ず で あ る。そこ

で，タイに滞在する日本人が現地生活をどのよう

に評価 しているかではなく，彼 らが 日本の本社に

対 して何を望んでいるかも調べてみ る こ とに し

た。この点に関しては，「帰国後のポス トの保障」，

「派遣員の人選方法の改善」，「子女教育問題に対

する考慮」，「現地の生活待遇の改善」，「現地の会

社の状況に対する理解」の5項 目を設け，要望の

強いものか ら順位をつけてもらった。表2に は各

項目に対する要望の順位を平均 した結果が示され

ている。本社に対して何を最 も強 く望むかは回答

者によってかなり違 ってくるが，全体 としてみれ

ば 「現地の会社の状況をもっと勘案 してほしい」

という要望が最も強い。次いで 「現地の生活待遇

を改善 してほしい」 という要望がきており，やは

り公私に渡る現実の生活に直結 した 要 望 の方 が

「帰国後のポス トの保障」あるいは 「派遣員の人

選方法の改善」などよりも強 くなっていることが

     表2本 社 に対す るilsh一

   要  望  事  項

1.現 地の会社の状況を もっと勘案 して
  ほ しい

2.現 地の生活待遇を改善 してほ しい

3.派 遣 員の人選の方法を改善 してほ し
  い

4. 「子女教育」問題に もっと力を入れ
  てほ しい

5， 帰国後のポス トの保障を もっと改善
  してほ しい

平 均 順 位

 2.40

 2.74

 2.97

 3.13

 3.54

わかる。 「子女教育の問題に対する考慮」 という

項 目に対する要望の順位が意外に低かったが，こ

れは学齢期の子供のない回答老がかなり含まれて

いたためではないかと思われる。あるいはタテマ

ヱ上，ペライベー トな問題よりも，企業経営に関

する問題を優先させたためであろうか。いずれに

しろ子女教育の問題は企業の レベルではなく，む

しろ国家の レベルで対処すべき課題と言えよう。

5.タ イ人に対する心理的距離

 タイ文化あるいはタイという国に対す る評価 と

タイ入に対す る評価 とは必ず しも同じよううな傾

向を示す とは限 らない。 これか ら先はタイ国ある

いはタイ文化 といった抽象的な存在ではなく， よ

り具体的なタイ人 とい う存在に焦点を合わせた分

析結果を報告 していく。まず現地の日本人が 「一一

般タイ人」や 「華僑系 タイ人」のものの考え方を

どの程度理解できると思っているかを直截に尋ね

た結果をとりあげてみよう(図13参 照)。 「非常に

かけはなれていて理解 しづ らい」，「少しかけはな

れていてやや理解しづ らい」，「少し身近に感じら

れやや理解 しやすい」，「非常に身近に感じられ理

解 しやすい」の4つ の選択肢のうちのいずれかひ

とつを選ぶという形で判断が求め られたわけであ

るが，一…般 タイ人 に つ い て は 「やや理解 しづ ら

い」， 華僑系タイ人については 「やや理解 しやす

い」 という回答が最 も多くなっている。現地の日

本人は 「一般 タイ人」よりも 「華僑系タイ人」の

方が自分たちに近 く，その考え方を理解 しやすい

と考}て いることがわかる。

 次に，ボ ー ガ ダス の社会的距離尺度 (social
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一 般タイ人

華僑系タイ人

 A… 非常にかけはなれていて理解 しづらいB… 少 しかけはなれ てい てやや理解 しづらい

 C… 少 し身近に感 じられやや理解 しやすい D… 非常に身近に感 じられ理解 しやすい

匚『魎 二王1二 こ■唖1二.岬..⊥一適L回 囗 b

匚画⊂r三 魎 三二工7こll重壷二匚下回]
図13 「…般 タイ人」お よび 「華僑系 タイ人」 との思考類似度

結婚の相手 A… 賛成 B… 反対

∫
 男性 ・専門業 ・自由業

じ∵

匚A(32)」
H(89)

1冂}一 丁 司

匹 互L二 二 二 一二 こB(IOEi)_

A(9) B(107)

「1司

二伺

：女性 ・専 門業 ・ド1由業

匚zA(37)TI__=  B(蕾ど.『 ㎜“ 司

女性 ・会社員

女 性 ・熟 練 ：]二

匚.巫iLL B(92)

匚 巫 厂 廷 …一.lllL.… 一一B(97)

  図14 タイ人 との結婚に対す る許容度

回
     ①

晶

…蝕

distance scale)を 採用し，各種職業のタイ人男性

及び女性と自分の家族が結婚することを認めるか

とい う形でタイ人との心理的距離を測 った結果を

見てみよう(図14参 照)。*

 まず， タイ人男性 との結婚 よりもタイ人女性 と

の結婚を認める割合の高いことがわかる。これは

タイ人女性の方がタイ人男性よりも高 く評価され

ているということよりは，む しろ国際結婚の場合

には，外国人女性 との結婚の方が許容 しやすいと

い う一般的傾向を反映 しているのかもしれない。

また，タイ人との結婚に賛成する割合はその職業

の社会的地位によって多少影響されることも示 さ

れている。当然のことなが ら，相手の職業の社会

 * なお，組み合わせが煩雑になりすぎるので，
  なされていない。

的地位が高いほど自分の家族がその相手と結婚す

ることに賛成する割合がふxて いる。 「熟練工」

よりも 「会社員」， そして 「会社員」 よりも 「：専

門業 ・自由業」の相手との結婚に賛成する割合が

高 くなっている。 しかし，最 も許容度の高い 「専

門業 ・自由業のタイ人女性」 との結婚にしても，

それに賛成 したのは131名 中37名 でわずか28%に

すぎない。全体 としてみれば，タイ人 との結婚に

対する日本人回答：者の許容度は極めて低いと言わ

ざるを得ない。だが，タイにいる日本人が特にタ

イ人 との結婚に反対 しているわけではないのであ

る。10年 以上も前のものではあるが，日本人がタ

イ人 との結婚に賛成する割合は11%程 度とい う調

この項 目に関 しては 「一般 タイ人 」 と 「華僑系 タイ人 」の区別 が
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査結果が報告されている。*異 人種 との社会的距

離を測 る項 目の中では，結婚が最 も許容すること

の難 しい対人関係の様式であり，その調査で最も

許容度の高かったイギ リス人相手の場合でさ}，

その結婚に賛成 した 日本人の割合は13.4%ど まり

であった らしい。そ うした過去の調査結果を考}

併せれば，タイに滞在する日本人がタイ人に対 し

て特に否定的な感情をもっているわけではないこ

とが示唆される。もっとも我妻 らの調査は10年 以

上 も前のものであ り，また調査デザインも全 く異

なっているので，そうした結論を早急に下すのが

危険であることは言 うまでもない。タイに滞在 し

た経験によってタイ人に対する態度やイメージが

どのように変わるかの解明は私たちの今後の研究

課題 として残されている。

6.タ イ人 に対 す る イ メ ー ジ

現地の日本入はタイ人に対してどのようなイメ

表3「 一般 タイ人」に対す るイメー ジ ：因子負荷行 列
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一 ジを も って い る の で あ ろ うか 。 こ こ で はSD

(Semantic Differential)法 に よ っ て測 定 され た

「一 般 タイ人 」 及 び 「華 僑 系 タ イ人 」 に 対 す る イ

メー ジ を と りあ げ る こ とに す る。SD法 は イ メ ー

ジ測定 に よ く使 わ れ る手 法 で， 回 答 者 は 対 極 的 な

意 味 を もつ 形 容 詞 対 を 呈 示 され ， 特 定 の概 念 が そ

のい ず れ に 近 い か を 何 段 階 か の 尺 度 で 判 断 す る よ

う求 め られ る。 文 献 に み られ る タ イ人 の 国 民 性 の

ス テ レオ タ イ プ的 特 徴 に つ い て は 本 誌 前 号(第3

号)で 詳 述 した 。 今 回 は そ う した 文献 調 査 の結 果

を考慮 して，33対 のSD項 目を選定した ので あ

る。 日本人回答者はその33対 のSD項 目を呈示さ

れ， 「一般タイ人」及びri華僑系タイ人」がそれ

ぞれの形容詞対のどちらに近いかを7段 階の尺度

で判断するよう求め られた。また，タイ人回答者

については同様の方法で日本人に対するイメージ

を測定するとともに，華僑系のタイ人回答者には

「一般 タイ人」，それ以外のタイ人回答者には 「華

僑系タイ人」について同様の判断を求めている。

 まず33対 のSD項 目の相互関連を見てみよう。

表4 r華僑系 タイ人 」に対す るイ メ・一ジ ：因子負荷行列
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「一般 タ イ人 」 及 び 「華 僑 系 タ イ人 」 に 対 す る 日

本 人 回答 者 の反 応 を 囚子 分 析(主 因 子 法 の の ちバ

リマ ッ クス 回転)し た結 果 はそ れ ぞれ 表3， 表4

に示 され て い る。 「一般 タイ人 」 に対 す る イ メー

ジ と 「華 僑 系 タイ人 」 に対 す る イ メー ジ とで は ，

そ の 因子 構 造 に多 少 の違 いが 見 られ る。 以 下 に イ

メー ジ ・プ ロ フ ィー ルを 描 い て い くに 際 して ， 意

味 不 明 な ものを 除 き， 両 者 に共 通 した 因 子 に対 す

る負荷 の 大 き い25項 目だけ を残 す こ とに した 。 こ

れ らの25項 日は次 の5つ の 因子 に よ って分 類 され

る。

 第1は 「責 任 感 な い一 責 任 感 あ る」， 「怠 け もの

一 勤 勉 」
， 「信 頼 で き な い一 信 頼 で き る」， 「ず さん

一 き ち ょ うめ ん 」
， 「不 正 直 一 正 直 」， 「不 規 則 一親

則 正 しい 」， 「工 夫 力 な い 一 工 夫 力 あ る」 な ど協 働

場 面 で 望 まれ る よ うな 特 性 とそ うで な い 特 性 とを

対 に した 項 目と密 接 に 結 び つ い た 因 子 で ， 職 務 遂

行 上 の 《信 頼 性 》を あ らわ す 囚 子 と考}ら れ る。

第2の 因 子 は ， 「つ め た い 一 あ た た か い」， 「つ き

あ い に くい一 つ きあ い や す い」， 「不 親 切一 親 切」，

「近 づ きに くい 一近 づ きや す い」 とい った職 場 内

外 で の 対 人 関 係 と直 結 した項 目に対 す る 負荷 が高

く， 《親 和 性 》 の 因 子 と名 づ け る こ と が で き よ

う。第3の 因 子 に は， 「無 礼 一 礼 儀 正 しい 」，「形 式

：重視 一 本 質 重 視 」， 「学 歴 重 視 一 学 歴 軽 視 」， 「身 分

主 義 的 一 能 力主 義 的 」「威 光尊 重 一 威 光 無 視 」，「而

子 気 にす る一 面 子 気 に しな い」 な どの項 目に結 び

つ いた 形 容詞 対 が き て い る。 これ らは 外 見 や 形 式

に こ だわ るか ， そ れ に こだ わ らず 実 際 の内 容 だ け

を み て い くか に 関 連 した 項 目で あ り， か りに 《形

式 主 義 》 の 因 子 とで も 呼 ぶ こ とに し よ う。 第4

囚 子 は 「ご都 合 主 義 一 首 尾 一 ：貫」，「快 楽 的一 禁 欲

的 」， 「遊 び ず き一 勉 強 ず き」， 「飽 き っぽ い一 忍耐

つ よい 」， 厂競 争 心 よわ い一 競 争 心強 い」 な どや や

軟 弱 で 享 楽 的 な特 性 と厳 格 で ス トイ ッ クな特 性 と

を 対 に した項 目 と結 び つ い て い る。 《楽 天 性 》 の

因 子 とで も呼 べ よ うか。 そ して第5に 「画 一 的 一

個 性 的」， 「集 団主 義 的 一 個 人 主 義 的 」， 「謙 遜 的 一

自尊 心 つ よい」 とい った 《 自我 の強 さ 》を 示 す よ

うな 因子 が き て い る。

 ま ず， 日本 人 回答 者 が 「一 般 タイ人 」 及 び 「華

僑 系 タイ人 」 に対 して抱 い て い る イ メ ー ジの プ ロ

フ ィー ル を 見 て み よ う(図15参 照)。 文 献 な どに 見

られ る タ イ人 の ステ レオ タ イ プに は 「面 子 を 気 に

して 形 式 に こだ わ る」， 「享 楽 的 で 粘 りが な い」，

 「個 人 主 義 的 で規 律 に しば られ る こ と を嫌 う」，

「時 間 や 約 束 に 対 して ル ー ズで 責 任 感 が な い」，

 「思 想 や 行 動 に 一 貫 性 が な く便 宜 主 義 で 変 り身 が

は や い」 な ど の特 徴 が 認 め られ る。 現 地 日本 人 の

「一般 タイ人 」 に 対 す る イ メー ジ に も こ う した 特

徴 は保 た れ て い る。

 日本 人 回 答 者 の 「一 般 タ イ人 」 に対 す る イ メー

ジに は 「工 夫 力や 責 任 感 が な い」， 厂形 式 や 学 歴 を

重 視 し， 威 光：尊重 ， 身 分 主 義 的 で面 子 を 気 に す

る」， 「ご都 合 主 義 ，快 楽 的 ， 遊 び ず きで 飽 き っぽ

い 」 な ど の ネ ガ テ ィブな 而 と 「あ た た か く親 切 で

自尊 心 が 強 い 」 とい うポ ジ テ ィブな 面 が 認 め られ

る。 前 記 の 因 子 との 関連 で 言 え ば ，第1， 第3及

び 第4因 子 に つ い て は ネ ガテ ィブな評 価 ， 第2及

び 第5因 子 に つ い て は ポ ジ テ ィブな評 価 が な され

て い るわ け で あ る。 つ ま り， 《享 楽 的 》 で 《外 飾

性 》 が強 く，職 務上 の 《 信 頼性 》 は低 い が， 対 入

関 係 につ い て の 《親 和 性 》 は 高 く， 《 自我 が強

い 》 とい うの が現 地 日本 人 の 「一 般 タ イ人 」 に対

す る イ メー ジ の特徴 と言 え よ う。

 図15を 見 る と， 「… 般 タ イ人 」 と 「華 僑 系 タ イ

人 」 に 対 す る 日本 人 回 答 者 の イ メ ー ジが か な りは

っ き り分 化 して い る こ とが わ か る。現 地 の 日本 人

は 「_.タ イ人 」 よ りも 「華 僑 系 タ イ人 」 の方 を

よ り好 意 的 に 評 価 す る全体 的 傾 向 が み ちれ る。特

に 第1囚 子 と第4因 子 に 関 して そ の 傾 向 が顕 著 で

あ る。 つ ま り， 「華 僑 系 タイ人 」 は 「… 般 タ イ人 」

よ りも 「勤勉 ， きち ょ うめ ん， 正 直 で， 規 則 正 し

く，責 任 感 や工 夫 力 もあ り， 信 頼 性 が高 い」 と評

価 され て い る し， 「一・般 タ イ人 」 ほ ど 「ご都 合 主

義 で快 楽 的 」 で は な く， む しろ 「勉 強 ず きで 忍 耐

つ よ く， 競 争 心 が 強 い 」 と評 価 され て い る。 これ

らは い ず れ も協 働 者 に 望 まれ る特 性 を 示 す 項 目で

あ り， 現 地 の 日本 人 はr一 般 タ イ人」 よ りも 「華

僑 系 タ イ人 」 の 方 を 協 働 者 と して 高 く評 価 して い

る様 子 が うか が わ れ る。 この 他， 「学 歴 重 視 一 学

歴 軽 視 」， 「身 分主 義 的… 能 力 主義 的 」 の2項 目で

「一 般 タ イ入」 と 「華 僑 系 タイ人 」 に対 す る評 価

に 有 意差 が生 じて い る。 「華 僑 系 タ イ人 」 は 「一一
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図15 日本人回答者の，「…般 タイ人」お よび 「華僑 系 タイ人」に対する イメー ジ

般 タ イ人 」 ほ ど学 歴 や 身 分 に こだ わ らな い ， と現

地 の 日本 人 は 見 て い る らしい 。

 口本 人 回答 者 は 「一般 タ イ人」 よ りも 「華 僑 系

タ イ人 」 に 対 して 好 意的 な評 価 を して い るわ け で

あ るが， 今度 は 「一 般 タイ人 」 及 びr=僑 系 タ イ

人 」 が 日本 人 に対 して ど の よ うな イ メー ジを も っ

て い る の か調 べ てみ よ う。 タ イ人 同 答 者 をr一 一一般

タ イ人 」 と 「華 僑 系 タ イ人 」 とに 分 け ， 彼 らの 日

本 人 に対 す る イ メー ジを 比 較 した 結 果 は 図16に 示

されている。タイ人回答者全体の日本人に対する

イメージには 「勤勉で競争心が強 く，工夫力があ

り正直で忍耐強い」 といったポジテ ィブな面 と

「ご都合主義で面子を気にする」 といったネガテ

ィブな面がみ られる。 「勤勉で競争心が強い」 と

いう日本人のイメージは世界各地での調査に共通

して認められる特徴であるが， 日本人がタイ人を

「ご都合主義で面子を気にする」とみな している

のと同様に，タイ人もまた日本人を 「ご都合主義



目本 人 の 「異 文 化 へ の 適 応 ・同 化過 程 」 研 究 プ ロ ジ ェ ク トー一 47

●…一般タイ人回答者

*…5%の 有意差

ロ…華僑系 タイ人回答者

**…1%の 有意差
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図16 「一 般 タイ人」お よび 「華僑系 タイ人」口答 者の， 日本人 に対す る イメー ジ

で面子を：気にする」 と見ているのはおもしろい。

 「一般 タイ人」回答者 と「華僑系タイ人」回答者

の対 日本人イメージを比較すると，「一般 タイ人」

の方が 日本人に対 して全体に好意的な評価をして

いることがわかる。特に第1因 子《信頼性》と第

2因 子《親和性》に関連した項目では， 「華僑系

タイ人」よりも 「一般タイ人」の方が日本入に対

しておしなべて好怠的な評価をしている。 「華僑

系タイ人」はどちらかといえば日本人を 「ずさん

で 信 頼 で き な い」， 「不 親 切 で 近 づ きに く く， つ き

あ い に くい 」 と見 て い るの に 対 して ， 「一 般 タ イ

人 」 は 「き ち ょ うめ ん で 信 頼 で き る」， 「親 切 で 近

づ きや す く， つ きあ い や す い 」 と 日本 人 を 評 価 し

て い るの で あ る。 結 局 ， 日本 人 回 答 者 は 「一搬 タ

イ人 」 よ りも 「華 僑 系 タイ人 」 に 対 して 好 意 的 な

イ メ ー ジを も っ て い る が ， 「華僑 系 タイ 人」 は

「一 般 タ イ人 」 ほ ど 日本 人 に 対 して 好 意的 な見 方

を して い な い ， とい う こ とに な る。 他 に もい くつ
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か の 項 目で 「一 般 タイ 人」 と 「華 僑 系 タ イ人 」 の

日本 人 に 対 す る評 価 に 有意 差 が生 じて い る が， 前

に 述 べ た よ うな一・貫 した違 い は認 め られ な い。

 タ イ人 回 答老 は 日本 人 に対 す る イ メー ジ だけ で

は な く， 華 僑 系 の 者 は 「一 般 タイ 人」， そ れ 以外

の者 は 「睾 僑 系 タイ人 」 に対 す る イ メー ジにつ い

て も判 断 を 行 って い る。 そ こで ，最 後 に， 「一一・般

タ イ人 」 と 「華 僑 系 タイ 人」 が 相 互 に も って い る

イ メー ジを比 較 して み よ う。 そ の結 果 は 図17に 示

され て い るが， 図15に 見 られ るの と同様 の イ メー

ジの分化があらわれていることに気づ く。 日本人

回答者は 「一搬 タイ人」 よりも 「華僑系 タイ人」

を好意的に評価 していたわけであるが，i華僑系 タ

イ人の 「一般 タイ人」に対する評価 よりも一一般 タ

イ人の 「華僑系 タイ人」に対する評価の方がやは

り好意的である。そ して，その傾向が第1因 子及

び第4因 子に関 して顕著にあらわれている点も，

「一般 タイ人」及び 「華僑系 タイ人」に対する日

本人回答老の評価の場合 とよく似通っている。結

局， 現地の日本人 と華僑系 タ イ人 がr一 般 タイ
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図17 「一 般 タ イ人 」 と 「華僑 系 タ イ人 」 の相 互 イ メー ジ
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人」 に対 して 抱 いて い る イ メ ー ジは か な り似 た プ

ロフ ィール を描 い て い る し，現 地 の 日本 人 と一般

タ イ人 が 「華 僑 系 タ イ人 」 に 対 して抱 い て い る イ

メ ー ジ の プ ロ フ ィール も また 類 似 した パ ター ンを

示 して い る こ とに な る。 しか し，華 僑 系 タ イ人 は

日本 入 ほ ど 「一般 タ イ人」 に 対 して ネ ガテ ィ ブな

評 価 を して い な い し，一 般 タ イ人 は 日本 人 以上 に

「華 僑 系 タイ人 」 に対 して ポ ジテ ィ ブな評 価 を し

て い るの で あ る。

 以 上SD法 に基 づ く結 果 を見 て きた が ， 一・般 タ

イ人 ， 華 僑 系 タ イ人 に 対 す る 日本 人 の イ メ ー ジ，

日本 人 に 対 す る一 般 タ イ人 ， 華 僑 系 タ イ人 の イ メ

ー ジ
， 一 般 タ イ人 に 対 す る華 僑 系 タ イ人 の イ メー

ジ， 華 僑 系 タ イ人 に 対 す る一般 タ イ人 の イ メー ジ

な ど関 係 が 入 り組 ん で い るの で ，重 要 と思 わ れ る

点 を 最 後 に整 理 して お く こ とに す る。

 (1) 日本 人 は 「一 般 タイ 人」 よ りも 「華 僑 系 タ

イ人」 に 対 して ポ ジテ ィ ブな評 価 を して い る。 特

に， 協 働 す る際 に望 まれ る よ うな特 性 に関 して そ

            ケース1-1

の 差 が顕 著 に あ らわ れ て い る。

 (2)し か し，華 僑 系 タイ人 は一 般 タイ人 ほ ど 日

本 人 に 対 して 好意 的 な イ メー ジ を抱 い て い な い。

特 に ， 《 信 頼性 》 や 《親 和 性 》 に関 す る項 目で ，

一 般 タ イ人 の 方 が華 僑 系 タイ人 よ り も 日本 人 に 対

して ポ ジテ ィ ブな評 価 をす る傾 向が 見 られ る。

 (3)日 本 人 と華 僑 系 タ イ人 の 「一 般 タ イ人 」 に

対 す るイ メー ジ は よ く似 た プ ロフ ィール を 示 す が

華 僑 系 タイ人 は 日本 人 ほ ど 「一 般 タ イ人 」 を ネ ガ

テ ィブ に評 価 して は いな い 。

 (4)日 本 人 と一 般 タ イ人 の 「華 僑 系 タ イ人 」 に

対 す る イ メー ジ もや は り類 似 した プ ロフ ィー ル を

示 す 。 しか し， 一 般 タ イ人 は 日本 人 よ りもポ ジテ

ィブに 「華 僑 系 タ イ人 」 を 評 価 して い る。

7.タ イ人の判断や行動に対する予測

 本 誌 前 号(第3号)で 紹 介 した ト リア ンデ ィス

の 「文 化 的 同 化訓 練 法(culture assimilator)」 で

は ，異 文 化成 員 の認 知 ・思 考 体 系 を理 解 し， さ ま

ざ まな状 況 に お け る判断 や行 動 を正 し く予 測 で き

      る よ うに な る こ とが異 文 化 適 応 の条

職場の全員が受 け もちの仕事で忙 しい時 、あなたは依頼 されていた仕事が多 少

の残業では まにあわないほ ど残っていて、間近 にせ まった約束の期 日まで に終

わ りそ うにな く、身体 もくた ぐたです。

 A… 夜 を日につ いで働 き、身体に無理 をして で も期F3ま でに終え る。

 B… 依頼者に早め に謝 りにい き、 自分の不覚 を詫 びる。

 C… 遅 れは し ょうが ないので、従 来 どお りのペー スで、や り遂 げ るこ とを
  心懸ける。

 D… 不 当な職務 を課 すその会社 を辞 あ、別の居心地 のよい会社 を探 す。

 E… その他。

(NA… わか らない)

             -.
日鸛

答(%)[一二 亙 三 ⊥ 匚B25鬮1
        一， _. _  一一      M
華犠麗

)AB  一鉦 こ一∬⊥ 三]
       ノ  1                              ・       ノ                                                            1
       !      馳                                               1

一毟齧
%)B3_14 L，一一一三.⊥ 紐1[τ三ll∬ニ コ』?

      ＼    ＼                        /'ノ

騾 鱒 諢L⊥ 一贏51〕1ユ細

囎撫 紅 ⊥ ユ紅二二]遮ll鯛

件 とされている。そこで今回は，職

場で起こりそ うな葛藤を含むいくつ

かの状況を設定し，そ うした状況で

自分はどう行動するか，そして 「一・

般 タイ人」や 「華僑系タイ人」はど

う行動すると思 うか日本人回答者に

判断してもらった。それ と同時にタ

イ人回答者にも同様の状況での自分

の行動についての判断を求め， 日本

人回答老の予測が実際のタイ人回答

者の判断 とどの程度一致するかを見

ようとしたのである。タイ語に翻訳

された内容がもともとの 日本語の質

問内客 とどの程度等 しいかとい う問

題は残るが，以下にその結果を示す

ことにする。

    <ケ ース1-1>

「タイ人は個人主義的で，自分の属

する組織に対する忠誠心が乏 しく，

自己を犠牲にして全体に尽 くそうと

しない」 という批判の声を現地 日本
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人の間でよく耳にする。ケース1の 状況はこうし

た点を考慮 して作 られたものである。

 約束の期 日までには間にあいそ うもないような

大量の仕事をかかxた 場合， 日本人回答者の多く

は 「無理をしてでも期日に間にあわ せ よ う とす

る」と答xて いるが，タイ人に対しては 「従来通

りのペースで仕事を続ける」だろうと予測する割

合が高い。 タイ人自身の回答を見ると 「華僑系タ

イ人」 も 「一般 タイ人」 もその80%以 上が 「従来

通 りのペースで仕事を続ける」 と答xて おり， 日

本人回答者の予測はある程度裏づけられたことに

なる。 自己を犠牲にして全体に尽 くすことは， 日

本 とは異なり，タイでは必ず しも美徳 とは考えら

れていないようである。 「無理をしてでも期 日に

間にあわせようとする」 と答Z..たタイ人は非常に

少ない。しかし，日本人回答者の25%は ，こうし

た状況におかれた場合，一般タイ人は 「会社をや

めようとする」 と予測 しているが，一般タイ人の

中でそ う答xた のはひとりだ け で あ った。タイ

人，特に華僑系以外の一般 タイ人に対して， 日本

人回答者はその 「忠誠心のなさ」や 「個人主義」

を誇大に評価 してもいるのかしれない。

    <ケ ース1-2>

 それでは次に，そ うした無理な仕

        <ケ ー ス2>

 会 社 の忙 しい時 期 に ，残 って い る有 給 休 暇 を ど

う使 うか。 これ も ケー ス1と 同様 の観 点 か ら作 ら

れ て い る。 現 地 の 日本 人 は 「タ イ人 は個 人 主 義 的

で他 の人 の こ とを 構 わ な い」 と思 っ て い る の で，

タ イ人 に 対 して 「会 社 が 忙 し くて も休 暇 を とる」

と予 測 す る割 合 が高 い だ ろ う，と考iZ.たの で あ る。

 日本 人 回 答 老 の大 多 数 は 「休 暇 を と らず 働 く」

と答 え て い るが ， タ イ人 回 答 者 は 「何 日か 休 み ，

残 りは 出 勤 す る」 とい う折 衷 的 な 答xを 選 ぶ 割 合

が高 か った 。 日本 人 回 答 者 の タイ人 へ の 予 測 を 見

る と， か な り回答 が割 れ て い る し， 「華僑 系 タ イ

人 」 と 「一 般 タイ人 」 に 対 して違 った 予 測 を して

い る こ とが わ か る。 「華 僑 系 タイ人 」 に対 して は

「休 暇 を と らず 働 く」 だ ろ う と予 測 す る割 合 が高

い が ， 「一般 タ イ入 」 に 対 して は 「休 暇 を と る」

とい う予 測 の 方 が 多 くな って い る。 タ イ人 回 答 者

の 中 で は 「一 般 タ イ人 」 の方 が 「華 僑 系 タイ人 」

よ りも確 か に 「休 暇 を とる」 とい う回 答 を 選 ぶ割

合 が 高 くな って い る。 しか しそ の割 合 は23%程 度

で ， 日本 人 の 「一 般 タ イ人 」 に 対 す る予 測 が 適 中

した とは 言 い が た い 。 タ イ人 が 「何 日か 休 み ， 残

りは 出 勤 す る」 とc=1x .る こ とを 予 測 した 日本 人 回

     ケー ス1-2

事をかかえた場合，その責任を依頼

者に帰すか，自分自身に帰すか とい

う問題を見てみ よう。

 半数以上の日本人回答者はそれを

「自分の責任」 と考えているが， タ

イ人に対 しては 「依頼老のせいにす

る」 と予測する割合が高い。 しかし

実際には， 「依頼者のせい」 と答え

たタイ入は非常に少ないのである。

華僑系タイ人は 日本人以上に 「自分

の責任」を認める割合が高い し，一・

般 タイ人にしてもその半数は 「自分

と相手に半々の責任がある」 として

いるし，その39%は 「自分の責任」

を認める回答をしているのである。

日本人が思 っているほ どタ イ人 は

「自分の非を認めず無責任」ではな

い らしい。

それでは 、その よ うな畜態(あ なたが約束の 期日に遅れかかってい る)に な っ

た 「責任」は 、どちらに どれだけの割合であ ると思 いますか。

 A… 自分 に過半数。

 B… 自分 と相手 と半 々。

 C… 相 手に過半数。

(NA… わか らない)

↓
日鸛
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答者は少なかったが，実際にはその

答えを選ぶタイ人が最も多かったの

である。ただ し，ここでは，日本人

回答者が 「…般タイ人」と 「華僑系

タイ人」に対 してかなり違った予測

を しており，そ うした違いがタイ人

自身の回答によってある程度裏づけ

られたという事実にむしろ注 目すべ

きなのかもしれない。

     <ケ ース3-1>

 職場の雰囲気は快適なのだが仕事

のや りがいは乏 しい。そ うした状況

でどう行動するかが問題 とされてい

る。タイ人は仕事の内容よりも職場

の雰囲気の快適さを重視する， とよ

く言われる。現地の 日本人はタイ人

に対してそうしたイメー・ジを実際に

もっているのか，またタイ人 自身は

この点に関してどういう反応を示す

のか。ここではそれを見ようとした

のである。

 仕事にや りがいがな くとも職場の

雰囲気が良ければ 「一般タイ人」は

会社に残ることが多 く， 「華僑系タ

イ人」は会社をやめることが多い，

と日本人回答者は予測している。し

かしタイ人の実際の回答を見ると，

いずれも 「会社をやめる」 という方

が多くなっている。むしろ日本人回

答者の方が 「会社に残る」 と回答す

る割合が高いのである。このケース

に関 しても日本人回答者は 「一般タ

イ人」 と 「華僑系タイ人」が異なっ

た行動をとることを予測 しているわ

けであるが，タイ人自身の回答には

そ うした違いは認め られない。 「華

僑系タイ人」に対する予測は実際の

回答とかなり適 合 して い る。 しか

し， 「一・般 タイ人」は日本人が予測

したほど職場の雰囲気を重視 しては

いないようである。

             ケ ー ス2

年末 もお しせまった12月22日 ク リスマ スや正 月が もうじきです。ところが「有

給休 暇」 がまだ10日 も残ってい るのに気づ きま した。

 A… 当然の権利 なので、すべ ての休暇を消化す る。

 8… その10日 間 の うち、何 日かは休 み、残 りは出勤す る。

 C… 同僚は忙 し く働 いているので見 合わせ 、変わ らず出勤す る。

(NA… わか らな い)

             「骸

日鸛
答漫 』「 78二]NA9」

華饒 罐
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            ケース3-1
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            ケー ス3-2

もしも、その会社に居残った場合、それでは次にどうしますか。

 A… 上 司に再度、難 しいがや りが いのある仕事 を要求す る。

 B… なんで も経験だ と思い 、黙 って働 く。 

C… や りがいよ り快適 な環境 を望むか ら、pitにもう気にせず働 くc

 D… その他(説 明)_. _  _一_        _.。

(NA… わか らない)

畢 丁

臼協
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「一般タイ人」

 への予測(%)[萱 圓
C
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ケ ー ス4-1

職務の責任性や重要性 はお もく、達 成 したの ちの満足感やや りがいは得 られる

のですが、失敗に対 して も厳 し く、働いてい るあいだ は息がぬけず、張 りつめた

雰囲気 で快適性 は乏 しい職場。

 A… 会社 に残 って、職 務をつづ けたい。

 8… 会社 を辞め 、別 の会 社を探 したい。

(NA… わか らない)

↓
日唱晶

答(%)[L … 三 奮 一 一 『二 朏

華鸛 鯣[A       I   B   I  NA
50       1   2?   1  23]

一囓 謡
%)匚 _一A46 土 .豼.1_坐 ユ]

「華僑系タイ人」
 への予測(%)[A43三 コ ニB43ニ コ 坐]

               _      11
「一般タイ人」
 への予測(%)[蜀三 ⊥ ∬ τ壷1三liこ_∬ 三 座]

    <ケ ース3-2>

 こ う した会 社 に残 った 場 合 ， や り

が い の な い仕 事 に どの よ うに対 処 し

て い くか。

 日本 人 自身 は 「や りが い の あ る仕

事 を上 司 に要 求 す る」 とい う積 極 的

な 回答 を選 ぶ 割 合 が 高 い。 そ して

「一般 タイ人 」 に対 して は 日本 人 回

答 者 の70%が 「気 にせ ず に働 く」 だ

ろ う と予 測 して い る が， 「華 僑系 タ

イ人 」 に対 して は予 測 が完 全 に 分 か

れ て しま い， は っ き り と した 傾 向が

認 め られ な い。 しか し， いず れ の予

測 も， タイ 人 自身 の 回答 とは一 致 し

て い な い。 「一一般 タイ入 」 も 「華 僑

系 タイ人 」 も， そ の4分 の3以 上 が

「な んで も経 験 だ と思 い 黙 って 働 く」

とい う回 答 を選 ん で い るの で あ る。

    <ケ ー ス4-1>

 今 度 は ， 前 の ケー ス とは逆 に， 仕

事 のや りが い は あ るが ， 責 任 が重 く

て 息 が ぬ け ず ， 職 場 の快 適 性 が乏 し

い場 合 が と りあ げ られ て い る。

 まず 日本 人 の 自己 回答 を見 る と，

「会 社 を や め る」 と答 えた の は4%

だ け で ， 大 多 数 が仕 事 が きつ くて も

「会 社 に残 る」 と答xて い る こ とが

わ か る。 次 に 「一 般 タ イ 人」 及 び

「華 僑 系 タ イ人 」 に 対 す る予 測 を 見

る と，両 老 に対 す る 日本 人 の 判 断 に

大 きな違 い の 生 じて い る こ とが 目に

つ く。 「華 僑 系 タ イ人 」 に 関 して は

「会 社 に残 る」 とい う予 測 と会 社 を

や め る とい う予 測 が相 半 ぽ して い る

が， 「一・般 タイ 人」 に 関 して は 「会

社 を や め る」 とい う予測 の 方 が圧 倒

的 に 多 くな って い る。 しか し， タイ

人 の 自己 回答 に よる と， 「_一.タ イ

人」 も 「華 僑 系 タイ人 」 も仕 事 が き

つ く と も 「会 社 に残 る」 とす る人 の

方 が 多 い の で あ る。 た だ し， そ の割

合 は 日本 人 の 自己 回答 ほ ど高 くは な
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い。 「華僑系タイ人」に対する予測

はさておき， 「一般タイ人」に対す

る日本入回答者の予測は実際の回答

とはやはり大きくずれているのであ

る。

     <ケ ース4-2>

 それでは， もしその会社に残 った

場合，仕事がきつ く快適性が乏 しい
'
ことにどのように対処 していくであ

ろうか。

 日本人回答者の80%は 「重い課業

の中でも快適性が得 られるように努

力する」という最も積極的な対処法

を選んでいる。一方 「一般タイ人」

に対 しては 「仕事のや りがいを失 っ

ても，責任のうすい快適な職務に変
}て もらう」ことを希望するだろう

と予測する割合が高い。現地の日本

人は 「タイ人は仕事の内容よりも職

場の快適さを重視する」 と信 じてい

ることがわかる。「華僑系 タイ人」に

対する予測はここでも分かれてしま

っているが，その中では日本人と同

様の最も積極的な対処法を予測する

割合が高い。 「評価をさげ られても

仕事内容をおとしてもらう」 ことを

タイ人が希望する，と予測した日本

人は少なかったが，実際には 「華僑

系タイ人」，「一般タイ人」ともこの

解決法を選ぶ割合が圧倒的に高かっ

たのである。

     <ケ ース5>

 「タイ入は面子にこだわるので人

前で叱責され る こ とを極端に嫌 う

し，また他人の面子を傷つけたくな

いために注意を与えようとしない」。

これもやは り現地の日本人がよく口

にす るタイ人に対す る批判のひとつ

である。ケース5及 びケース6は ，

こうした点を考慮 して作 られ て い

る。ケース5は 自分の部下が約束 し

た仕事をしあげていない時に注意を

            ケ ー ス4-2

もしも、その会社 に居 残った場合、それでは次 にど うしますか。

 A… 評価 をさげられて もいいか ら、仕事内容 をお として もらう。

 B… その重 い課業 のなかにあって も、快 適性が えられるように、 もっ と

  努 力す る。

 C… 仕事 のや りがい を失 って も、責任の うす い快適 な職務 にか えて もらう。

 D… その他(説 明).____一 ，___                      一一『 一『一一一一 一亀a

(NA… わか らない)
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             ケ ー ス5

部下に仕事をたのみ ましたが 、期 日が すぎて もそれは達成 されてい ません 。

 A… 黙 って不 問にふす。

 B… その部 下に注意を与え る。

(NA… わか らない)
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             ケ ー ス6

もしも仮 に仕事の うえで失敗 をした ときに、上司には どのよ うな態度 をの ぞみ

ますか。

 A… 直接なおかつ その場 で注意 を与 えて もらいたい。

 B… 間接的で遠 回しに注意 を与 えても らいたい。

(NA… わか らない)

             ・畢・

日謡
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                        /〆 幅B2
筆鸛 繊 「   A

64 一一__一一一一一1 一一一233A
                      '

                      '

                      1
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           /       1「翩盤皺1
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             ケ ー ス7

どちらの タイプの上司 と、 もしも働 くとした ら一緒 に働 きたい ですか。

 A… 時には規則 をまげて、無理な仕事 をさせ るこ ともあるが 、仕事 いが いの

   こ とで も人のめん ど うをよ くみ る上 司。

 8… 規則 をまげてまで無理 な仕事 をさせ る ことはないが、仕事いがいの こと

   では人 のめ んど うは見ない上 司。

(NA… わか らない)
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与えるかどうかという状況である。

 当然のことながら， 日本人回答者

の大多数は 厂注意を与える」と答x

ている。 しかしタイ人はこうした場

合 「不問にふすだろう」 と考えてい

る日本人は随分と多 いの で あ る。

 「華僑系タイ人」に対 しては31%，

 「一般タイ人」に対 しては55%の 日

本人回答者が 「不問にふす」ことを

予測している。しかし，こうした予

測はタイ人自身の回答に全く適合し

ていない。 「華僑系タイ人」 も 「一

般タイ人」も，その殆どが 「注意を

与xる 」 と答えているのである。 タ

イ人が面子にこだわることを日本人

回答者が過大に評価 している様子が

うかがわれる。

     <ケ ース6>

 今度は，部下に注意を与xる かど

うかではなく，上司から注意を与え

られる時にどういう注意の仕方を望

むかという状況である。

「直接的な注意」と 「遠まわ しで間

接的な注意」のどちらを望むかとい

うことであるが，日本人回答者の90

%は やは り 「直接的な注意」の方を

好んでいることがわかる。しかし，

タイ人に対 しては 「直接的な注意」

よりも 「間接的な注意」を望むだろ

うと予測する割合が高い。確かにタ

イ人回答者は 日本人回 答者 よ り も

「間接的な注意」のされ方を好む割

合が高かった。 しか し，その割合は

4分 の1程 度で， 「華僑系タイ人」

も 「一般タイ人」もその60%以 上が

「直接的な注意」の方を選んでいる

のである。ここでもやは り日本人が

タイ人の面子へのこだわ りを過大評

価 していることが示唆される。

     <ケ ース7>

 以下のケースは，タイ人の特性で

はなく，日本人の特性に焦点をあて
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てお り，昭和28年 か ら統計数理研究所が継続的に

行っている日本人の国民性調査*で 使われた質問

項目を採用 したものである。

 ケース7は 「人情派」 と 「ドライ派」のどちら

の上司を好むかという問題であるが，過去の調査

では日本人の80%以 上が 「人情派」の上司を好む

という結果が出ている。今回の日本人回答者もそ

の85%が やはり 「人情派」の上司の方を選んでい

る。一方， タイ人に対 してもやはり 「ドライ派」

より 「人情派」を好むだろうと予測する割合が高

い。 ただし 「華僑系タイ人」 に対 しては25%，

「一般 タイ人」に対 しては27%の 日本人回答者が

「ドライ派」を選ぶことを予測 している。しかし

実際の回答を見ると 「華僑系タイ人」も 「一.般タ

イ人」も 「ドライ派」の上司を選んでいる者はひ

とりもいないのである。タイ人回答者は全員 「人

情派」の上司を選んでいる。しかしこれは少し極

端にすぎるようである。国際比較に

つねにつきまとう問題ではあるが，

やは り日本語の質問内容が正しくタ

イ語に翻訳されていたかを再検討す

る必要が感じられる。

    <ケ ース8-1>

 これは義理や情実にどの程度判断

が左右されるかを見ようとしたもの

である。

 日本人回答者の37%は ，成績が一一

位の応募者ではな く 「自分の息子を

とる」と答えてお り，57%は 「成績

の良かった応募者の方をとる」と答

えている。情実にとらわれない選択

をする日本人の方が幾分多いわけで

あるが，回答はかなり割れている。

一方， タイ人について日本人回答老

の大部分は 「自分の息子」をとるこ

とを予測 している。 この点に関 して

「一般 タイ人」に対する予測 と 「華

僑系タイ人」に対する予測に違いは

見 られない。タイ人は 日本人以上に

マ 鹵.

情実的な選択をすると考xら れているらしい。 し

かし，実際には，タイ人回答者は日本人回答者以

上に，情実にとらわれない選択をしているのであ

る。「華僑系タイ人」の79%， 「一般 タイ人」の68

%が 「成績の良かった応募者の方をとる」と答x

ている。ただ 「華僑系タイ人」よりも 「一般 タイ

人」の方が多少情実的な選択をする傾向が認め ら

れる。

       <ケ ース8-2>

 今度は成績が2番 だったのが 「自分の息子」で

はなく 「親戚の子供」の場合である。しかし結果

をみると，ケ ー ス8-1と 違 った傾向は殆 ど認め

られない。

ケ ー ス8・ 一1

あなたほ200人 の社員を もう会社 の社長 です。この たび新 し く社 員を1人 採用 す

るため 試験 をしま した。応 募者は2人 いて、その うちの1人 はあなたの息子で

す。 しか し試験の結 果は もうひ とりの応募者の ほ うが良 く、あなたの息子 はわ

ずかの 差で彼に劣ってい ま した。担 当の 人事課長は どちらを採用 して も構 わな

い と言 ってい ます 。

どち らを採用 しますか。

 A… 自分の息子 を採用す る。

 8… もうひ とりの成績の良か った応募者 の方を採用する。

(NA両 わか らない)
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統計数理研究所 国民性調査委員会(編)， 「日本人の国民性」，至誠堂 ，第1巻(昭 和36年)， 第2巻(昭 和45年)，

第3巻(昭 和50年).
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     <ケ ース8-3>

 次は 「恩人の子供」の成績が2番

だった場合である。

 日本人の国民性調査では 「親戚の

子供」の場合よりも 「恩人の子供」

の場合の方が情実のからんだ選択の

割合の高 くなることが 示 され て い

る。その傾向は今回の調査結果にも

認められる。 「自分の息子」の場合

は37%， 「親戚の子供」の場合は40

%の 日本人回答者が情実的な選択を

しているわけであるが， 「恩人の子

供」の場合にはその割合は57%に 達

している。しかしタイ人に対する予

測にはそ うした違いが見 られない。

いずれの場合も80%前 後の日本人回

答老が 「タイ人は情実にからんだ選

択をする」 と予測して い る ので あ

る。 また，おもしろいことに， 「自

分の息子」や 「親戚の子供」よりも

「恩人の息子」を とろうとする傾向

は， 日本人回答者のみな らず，タイ

人回答者，特に華僑系タイ人の間に

もあらわれているのである。 「自分

の息子」の場合は14%， 「親戚の子

供」の場合は13%程 度であるが，「恩

人の息子」の場合には36%の 華僑系

タイ人回答者がそ うした情実的な反

応を示 している。成績が2番 だった

のが 「自分の息子」や 「親戚の子供」

であろ うと 「恩人の子供」であろう

とタイ人に対する日本人の予測に違

いは見 られないが，タイ人自身の実

際の回答はそれによってかなり影響

されているのである。

     <ケ ース9>

 これは個人と全体のどち らを優先

するかを問題にしたものである。過

去の調査結果によると， 日本人の回

答は 「個人優先」，「全体優先」，「両

者同等」に大体いつ も三等分される

が，その中では 「両老同等」 という

ケ ー ス8-2

それでは、 この場合、2番 になったのが 「あなたの息子」ではな く、 「親戚の

子供」だ つた ら、社長 と してどちらを採 用 しますか。

 A… 親戚 の子 供 を採用する。

 B… もうひ とりの成 績の良かった応募者の方 を採用す る。

(NA… わか らない)
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ケ ー ス8-3

それでは、 もしその2番 になったのが 、あなたが とて も義理の あ る方の子供だ

とした ら、社長 として どちらを採用 しますか。

 A… とて も義理の ある方の子供 を採用す る。

 B… もうひ とりの成績の良か った応募者の 方 を採用す る。

(NA… わか らない)
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回 答 の 割 合 が 幾 分 高 くな る らしい。

 現地 の 日本 人 の 多 くは 「タ イ人 は

個 人主 義 だ」 と見 て お り， タイ人 に

対 して は 「個 人優 先 」 とい う予 測 の

多 くな る こ とが 期 待 で き よ う。 そ の

期 待 は 今 回 の 調 査結 果 に よ って裏 づ

け られ て い る。

 日本 人 回答 者 の半 数 以上 が タイ人

に 対 して 「個 人 を優 先 す る」 回 答 を

選 ぶ こ とを 予測 して い る。 一・方， 自

己 回答 を 見 る と， 日本 人 も， 華 僑 系

タ イ人 も， そ して一 般 タイ人 も 「個

人 も全 体 も同 等」 とい う回答 を選 ぶ

こ とが 最 も多 くな って い る。 た だ し

「両 者 同 等」 とい う回 答 の 割 合 は一・

般 タ イ人 の 間 で 最 も高 く， 日本人 の

間 で 最 も低 い 。 日本 人 回 答 者 の予 測

とは異 な り， 「個 人 を優 先 す る」 回

答 の割 合 は一 般 タイ人 の 問 で最 も低

くな って い る の で あ る。

     <ケ ース10>

 最 後 に， 「働 く こ とは ど うい う元：

味 を もつ か」 とい うや や抽 象 的 な質

問 に対 す る 回答 を 見 て み よ う。

 日本 人 回答 者 につ い ては 「自分 の

才 能 と可 能 性 をた め してみ る こ と」

が 最 も多 く， 次 いで 「収 入 を え る こ

と」 が き て お り， そ の他 の 回答 の割

合 は 小 さ くな って い る。 華 僑 系 タイ

人 に つ い て は 「社 会 的 に 高 い地 位 を
}る こ と」 とい う回答 が最 も多 く

，

次 い で 「自分 の才 能 と可 能 性 をた め

してみ る こ と」， 「社 会 のた め に 尽 く

す こ と」， そ し て 一 般 タ イ人 に つ い

ては 「自分 の才 能 と可 能 性 を た め し

てみ る こ と」， 「社 会 的 地 位 を え る こ

と」， 「社 会 のた め に つ くす こ と」 と

い う順 序 に な っ て い る。'i=fit以上 の

日本 人 回 答 者 は ， タ イ人 が 「収 入 を

え る こ と」 を 選 ぶ だ ろ うと予 測 して

い る が， そ う した 割 り切 った 回 答 を

示 した タ イ人 は む しろ少 ない 。 反 対

ケ ー ス9

次の意 見の どち らに賛成 しますか。 この質 問に対 して も、 これ まで と同 じよ う

に、それ ぞれひ とつずつ選んで下 さい。

 A… 個人が幸福 になって、は じめて その国全体が よ くなる。

 B… その国全体が よ くなって、は じめて個 入が幸福にな る。

 C… その国が よくなることも、個 人が 幸福にな ることも同時であ るべ きだ。

(NA… わか らない)
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r働 ぐ」 とい うこ とは、あなたに とって どういう意味を も'ちますか。

 A… 収 入 をえ ること。

 B… 社会のため に尽 くす こと。

 C… 自分 の才能 と可能性 をため してみるこ と。

 D… 趣味にあ った生 き方 をして い くこ と。

 E… 社会的に高 い地位 をえるこ と。

 F… 別に意味 はな く、なん とな く生 きてい る。

 G一 その他(説 明)_. 一_._一__..__.__  _._。

(NA… わか らない)
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に ， 「収 入 を え る こ と」 と答xる 割 合 は 日本 人 の

間 で 最 も高 くな って い る。 日本 人 が思 って い る ほ

ど タ イ人 は た だ収 入 を}る た め に働 い て い る ので

は な い よ うで あ る。

…

び

V

す

ー…

む

 本稿の主たる目的は，タイで行われた質問紙調

査の概要を説明することにあ り，今回は調査項 目

の構成や単純集計の結果を中心に報告を行ったに

すぎない。結果の細かい吟味や意味づけなどは次

回以降の課題 としたい。ただ，今回明らかにされ

た結果について，重要 と思われる点だけを最後に

再びとりあげることにする。

 まず 第1に 重 要 な点 は ， タ イに 滞 在 す る 日本 人

が 「華 僑 系 タ イ人 」 と 「一 般 タ イ人 」 とを か な り

明確 に 区 別 して 認 識 して い る こ とで あ る。 同 じ タ

イ人 で も， 華 僑 系 とそ れ 以 外 の人 々 とで は ， 日本

人 が か な り違 った イ メ ー ジを も って い る し， また

彼 らが 日本 人 に対 して も って い る イ メー ジ も随 分

と違 って い るの で あ る。 日本人 は 「一 般 タイ人 」

よ り も 「華 僑 系 タイ人 」 を協 働 者 と して高 く評 価

して お り， 全 体 に よ り好 意 的 な イ メー ジ を 「華 僑

系 タイ人 」 に対 して も っ℃ い る こ乏 が わ か った 。

文 献 な どに見 られ る タ イ人 の ス テ レオ タ イ プ的 特

徴は， 「華僑系タイ人」に対 してぼそれほど該当

しな い よ うで あ る。 しか し， 翻 って ， タ イ人 の 日

本 人 に 対 す る評 価 を 見 る と， 「一 般 タ イ人 」 よ り

も 「華 僑 系 タ イ人 」 の方 が 日本 人 に 厳 しい 評 価 を

して い る こ と も明 らか に され た 。 日本 人 は 「華 僑

系 タ イ人 」 に 対 して 好 意 的 だ が ， 「華 僑 系 タ イ人 」

は 日本 人 に 対 して 必 ず し も好 意的 で は な い の で あ

る。 今 後 の研 究 を進 め るに あ た り， こ う した 「下

位 文 化 」(sub-culture)の 違 いは 充 分 に 考 慮 す る

必要がある。

 第2に ， 日本人がタイに滞在する こ とに よ っ

て，タイあるいはタイ入に対する評価が特に悪化

した形跡が認められない点に着 目したい。タイの

日本人が現地生活に十分に充足 しているわけでは

無論ない。大多数の回答者がなるべく早 く帰国し

たいと希望 しているのは事実である。しかし，西

欧以外の国へ赴任するな らぽ， タイ以外の国より

もタイへ再び来ることを希望する回答者はかな り

多かったのである。現地の日本人は，子女の教育

問題や治安 ・衛生の悪 さに悩んではいるが，収入

や住宅などの物質面では日本にいた頃 よりも恵ま

れており，現地生活に対 して一概に否定的な評価

をしているわけではないのである。現地経験によ

る態度変容を明らかにするために，タイに行った

経験のない日本人 との比較調査や現地 日本人の継

時的調査が望まれる。

 そ して最後に，現地日本人の事前学習の不足を

とりあげたい。しかし，これは現地に派遣される

側の問題とい うよりも，むしろ派遣する側(会 社

組織)の 問題 と言えよう。赴任前に前任者の経験

談を尋ねた りガイ ドブックを読んだ りする程度の

準備をしている人は珍 しくない。 しかし， より体

系的な事前学習は殆 ど行われていないのが実状で

ある。タイに滞在する日本人の大多数が 日本の組

織の一員 として派遣されている以上，そ うした本

社組織 との関連は無視できない。タイの日本人は

現地の人々とのコ ミュニケーション以上に，本社

とのコミュニケーションにギャップを感じている

のかもしれない。今回の調査の回答者の多 くは本

社に対 して現地の状況を理解することを何よりも

望んでいたのである。いずれにしろ今後は，実際

に現地に派遣される人々だけではなく，それを送

り出す組織の側にも焦点をあて，その対外施策な

どを考慮 しながら，より巨視的な立場から現地適

応の問題を考えていくことが必要 となろう。

* * *
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国
語

が
ど

の
く

ら
ti
の

割
合

で
使

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

全
部

で
10
0に

な
る

よ
i

う
K：

大
体

の
パ

ー
セ

ン
ト
で

答
え

て
下

さ
ti
。

タ
イ

語
(

潮
州

語
(

日
本

語
(

英
 

語
(

% % % %

) )  )   )

21
. 

あ
な

た
は

タ
イ

国
へ

赴
任

・ナ
る

直
前

は
、

ど
の

よ
う
な

仕
事

を
し

て
い

ま
し
た

か
。

( ( (

)輪
出
入

な
ど
、

海
外

事
業

関
連

部
門

に
い

た
。

)海
外
事

業
非
関

連
部

門
に
い

た
。

)海
外

に
い

て
、

現
在

と
同

様
な
部

門
に
い

た
。

業
務

の
内
容

は
ど
ん

な
で

し
た

か
。

( 
・
)経

理
な
、ど

事
務
関

係

( 
)製

造
部

門
関

係

( 
)そ

の
他
(詳

し
く
記
入

し
て

下
さ
い
)

G

22
 

 
「
一

般
タ

イ
人

亅
(華

僑
系

を
の

ぞ
く
)に

つ
い

て
は

、
あ

な
た

は
ど

の
よ

う
な

印
象

や
感

じ
を

も

 
 

 
っ
・て

い
ま

ナ
か
07
つ

の
ス

ペ
ー
ス

の
9ち

、
ふ

さ
わ

し
い
位

置
に

チ
ェ

ッ
ク

し
て

下
さ
ti
。

 
 

 
(V
印
)

貴
任

感
が

あ
る

禁
 

 欲
 

 的

怠
 
け
 

も
 
の

利
 

 
己
 

 
的

勉
強
 
ず
 

き

忍
耐

つ
よ
ti

儕
 

 
性
 

 
的

威
光

尊
重

自
尊
心

が
つ

よ
い

規
則

正
し

い

あ
つ

か
ま

し
い

ず
 

 
さ
 

 
ん

工
夫

力
が

な
い

反
 

 
抗
 

 
的

競
争
心
が

よ
わ
い

ご
都

合
主

義
・

信
頼
で

き
な
い

身
分

主
義

的

正
 

 
 

 
 直

礼
優

正
し
ti

.惑
 
 
情
 

 
的

つ
き
あ
い
や
す
い

形
 

式
'■

視

あ
た

た
か

い

は
 
で
 

好
 
み

親
 

 
 

 
 切

笛
溺

性
に

と
tr

学
歴
 

重
 
視

近
づ

き
K：

く
ti

個
人

主
義

的

義
理

を
欠

く

面
子

を
気
に
す

る

偏
見

が
つ

よ
N

0 
0 

0 
0
 

0 
ｩ 

o

←
一

一
一
+一

 
 
t 

a 
i 

i

ト
ー
+一
一

ト
ー
ト

ー斗
一

←
一
4一

」

1}
L斗

一
+一

÷
 

卜
一
1

ト
→

一
+一

一
4一
一

ト
ー
{一

司
一
一

垂

1一一
一

L一
一
L一

L→
一

+一
ト
ー

←
一
司

ト
ー
ト

↓
一

ト
ー

一
→

一 L斗一
ト

→
一

÷
一
一
+ 

i-
1

一 L一
一一

十
一
→
__
4

L一
ト
'T
F一

一
ト

ー
ト

ー
1

一 L+一一
L一

L→
一
一
L一

+一
一
1

 
 

 
 

 
 

「
 

 
5

ト
ー
ト

ー
L刷

一
一
F一

一
1

」
→
一

一
+一
一
ト

ー
隔
1

1一
斗
一
一
÷
一

圭一
十

一
十

一
广
{

一 一 一 トートー
一一

i
hl
'

L一
一

一
71

一 L一一
一十
一
一
{

L」
一
一

一
」
一
一
i

fl
ll
11
11

.」
_一一 一 一 一 i

7

責
任

感
が

な
ti

快
 

 
楽
 

 
的

動
 

 
 

 
勉

.

利
 

 
他
 

 
的

遊
 

び
 
ず
 

き

飽
き

っ
ぽ
ti

面
 

 
一
 

 
的

威
 

光
 
無
 

視

謙
 

 
遜
 

 -
的

不
 

 
規
 

 
則

慎
し
み

ぶ
か

い

き
ち

ょ
う
め

ん

工
夫

力
が

あ
る

.従
 
 

 
 

 順

蓮
争
心

が
つ

よ
い

首
尾
 

一
貫

信
頼

で
き

る

能
力

主
義

的

不
 

 
正
 

 
直

礼
儀
正

し
く
な
い

理
 

 
佳
 

 
的

つ
き
あ
い
に

く
ti

本
 

質
重
 
視

つ
 
め
 
た
 

ti

地
 

味
好
 

み

不
 

 
親
 

 
切

自
 
分
 
腸

手

学
 
歴
 

軽
 
視

近
づ

き
や

・ナ
ti

集
団

主
義

的

義
理

が
た

い

面
子
気

に
し
な
い

偏
見

が
な

い

8
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初
め
て

タ
イ
国
へ

赴
任

が
き
ま
っ

た
と
き
、

い
ろ
ti
う

な
事

を
考

え
た

と
思
い

ま
す
。

そ
の
時

の
気

持
に

あ
う
も
の

を
各

項
の

う
ち
か

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

ひ
と
つ

選
び
V印

を
つ

け
て

下
さ
い
司

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

{

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

i
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

N 
 
少

そ
 

 
そ

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
う
  

う
 
 
 
 
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
 

思
 

思
 

 
「

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

え
 

し
た
・

た
 
 

1

ω
行
・
た
Nｮ
だ
。
た
 

 
 

 
 

广
≒
+ 

1

(2
)い

や
だ
な
、
と
思

っ
た
 

 
 

 
 

 
 

L一
ト

ー
十

一
」
 

i

(3
)決

定
を
意
外
だ
と
思
・
た
 

 
 

 
 

 
、
一

一
H 

l
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
i

(・
糊

勧
偲

の
方
漱

・
か
・
た
 

 
 

1一
+÷

1

㈲
立
派
嫌

績
を
あ
げ
z9
と

思
っ
た
 

 
 

 
ト

ー
←

一
i-
」
 

1

⑥
，
本
的
社
会
に
い
や
け
が
し
て
い
た
 

 
 

L_
一

一
1

初
め
て
タ
イ
国
VL
赴
任
す
る
ま
え
K，

タ
イ
国
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
準
備
の
'た
め
の
勉
強
を
し
ま
1

し
た
か
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
ほ

し
あ

し
'ま

や
か

や
 

  
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
畭

蠡
髪

辰
 

1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ん

っ
 
 
っ
 
'ま
み
 
 
み
 
 
 
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ど
た
 
hた

 
あ
た
 
り
た
 
 
 
1

ω
。
，
語
の
勉
強
 

 
 

 
i，

・
、

■

②
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

ト
ー
i一

+昭

 
(3
)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

L引
一
一

屮
[

」 「 尸 0{   (

6

会
社

な
ど
で

ひ
ら

く
研

告
会
Kで

て
勉

強
し
た

自
分

の
業

務
内
容

に
か

ら
め

、
専

門
の
分

献
で
そ

の
領

域
を
勉
強

し
た

前
任
者

や
経

験
者

に
経

験
談

を
尋

ね
た

旅
行

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

を
読

ん
で
み

た

タ
イ

国
い

が
い
の
他

の
国
む

け
の
研

修
プ

ロ
グ

ラ

ム
を

受
け

た
経

験
が

あ
る

i 
i 

l 
i 

l

} 
 

 
' 

+一
1

一
J

25
. 

タ
イ
人

や
タ
イ
国
Vc
つ

い
て
事

前
に
獲
得

し
た

り
、
持

っ
て

い
た
知

識
や
印

象
と
、

実
際

に
赴
任

し

 
 
 

て
か

ら
の

ち
の
体

験
と
で

は
ど
の

く
ら
い
一

致
し
ま

し
た

か
。

 
 
 

 
一
致

し
な
か

っ
た
が

、
実

際
の
方

が
よ
か

っ
た

と
思

え
ぱ

「
A」

 
 
 

 
一

致
し
て
い

て
、

実
際

も
よ
か

っ
た

と
思

え
ぱ

「
B」

 
 

 
 
 

 
 

 
 

'

 
 
 

 
一

致
し
な

く
て

、
実

瞭
の
方

が
悪

か
っ
た

と
思

え
ば

「
C」

 
 
 

 
一

致
し
て
い

て
、

実
際

も
悪

か
っ
た

と
思

え
ぱ

「
D」

 
 
 

そ
れ
ぞ

れ
記

入
し
て
下

さ
い

。

6
ー セ

Z
2

( ( ( ( ( (

)一
般

布
民

の
日
本

人
に

対
す

る
態

度

)会
社

内
の

タ
イ
人
労

働
者

の
日
本

人
に
対

す
る
態
度

)労
働

に
む

け
て

の
意

欲
・
志

気

)労
働

能
率

)職
務

に
か
ん

し
て
の
信

頼
性

)タ
イ
国
で

の
生

活
環

境

日
本

へ
の

「帰
国

」
に

つ
い

て
、

あ
な
た

は
ど
う
思
N#
す

か
。

ひ
と
つ

だ
け
選

ん
で
下

さ
い
。

(社
内

人
事

は
別

に
し
ま
す
)

 
( 

 
)出

来
れ

ば
す

ぐ
帰

国
し
た
い

。

 
( 

 
).
出

来
れ

ば
な
る
べ

く
早

く
帰

国
し
た
ti
。

 
( 

 
)出

来
れ

ば
な
る
べ

く
長

く
タ
イ

国
で
暮

ら
し
た

い
。

 
( 

 
 

)出
来
れ

ば
一
生

タ
イ
国

で
暮

し
た

い
。

タ
イ
国

の
あ

と
、

再
び

海
外

へ
赴

任
す

る
と

し
た

ら
、
次

は
ど
の
地

域
へ
存

き
た

い
で

す
か

。

(下
記

の
地

壊
に
は

、
ど

こ
も
既

に
進

出
し
て

い
る

と
し
ま
す
)

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
行

き
た
い
 

行
き
た

く
な
い

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

. 
 

 
 

 
 

1(
1}
 

ア
ラ
ブ
諸

国
  

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

i

(2
)ア

。
リ
。
 

 
 

 
 

l 
 

 
 

l

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

i
⑬ 但 侮 お σ ⑱ ⑨ ω

中
南

米

北
 

米

ヨ
ー

ロ
 ツ

，
、

豪
 

州

も
う
い

ち
ど

タ
イ

国

タ
イ

国
ti
が

い
の

東
甫

ア
ジ

ア
諸

国

イ
ン
h'
，パ

キ
ス
〃

な
ど
の

南
ア

ジ
ア

諸
国
｢一

 
⊥

一
一
」

韓
国
、

台
湾

な
ど
の

東
ア

ジ
ア
諸

国

L_
__
__
_」

l 
 

 
 

 
 

 
 

l

L_
__
__
_」

t L_
__
_L
__
_」

 
 

 
 

 
 

l

r

一
一

- □ 壱 》 ○ 「 演 浸 倉 ♪ ㊦ 塵 蕣 ↓ 三 書 濠 醸 」 覃 藷 純 肩 ℃ H 丶 7 ① Q。
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「
国
際

結
婚

」
も

し
く
は

「異
人
種

間
結
嬬

」
に
つ

い
て
の
意

見
を

き
か
せ

て
下

さ
い

。

も
し
も
・

あ
な
た

の
家
族

の
一
員

が
・
次

の
人

と
結
婚

す
る

よ
う
に
な

っ
た

ら
、

あ
な

た
は

そ
れ
1

に
賛

成
で
ナ

か
、
反

対
で
す

か
。
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

r

ω
・
・
人
男
性
轍

・
舳

業
(医

者
・大

学
獗

・弁
護
士
・
ξ
) 

 
1

 
 
 
 
 
 
 
 
賛

成
一
・
反

対
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1

②
 

タ
イ
人

女
性
専

門
業

。
自
由
業
(医

者
・
大
学

教
授

・
弁
護

士
な

ど
) 

 
 

 
 
 

 
 

l 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
l

 
 
 

 
 

 
 

賛
 

成
 

一
 

反
対
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1

{・
)・

・
人
雛

鰍
工
(電

賍
.大

工
.機

械
工
。

ど
) 

 
 

 
 

{
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1

 
 
 

 
 

 
 

賛
 

成
 

一
 

反
 

対

(4
》

タ
イ
人

女
性
熱

練
工
(洋

潰
士

・
美

容
士

・
タ

イ
ピ
ス

ト
な

ど
)

 
 
 
 
 
 
 

賛
成

一
反

対
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

i
(5
)タ

イ
人

男
性
 

サ
ラ

リ
ー

マ
ソ

 
 
 

 
 

 
 

賛
 

成
 

一
 

反
 

対

(6
)タ

イ
人

女
性
 
会

社
員
(O
L)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1

 
 
 
 
 
 
 

賛
 
成
 
一
 
反
 
対

日
本

の
「
本
社

」
に
要

望
す

る
Lと

は
何

で
す

か
。
裏

望
の

強
い

順
に
番

号
を
記
入

し
て
下

さ
ti
。

(レ
》
5)
 

 
 

 
，
.

 
〔
順
 

位
〕

( ( ( ( (

) ) ) ) )

帰
国

後
の

ポ
ス

ト
の

保
障

を
も
っ

と
改

善
し
て

ほ
し
い

派
遣

者
の
人

選
の
方

法
を
改

善
し
て

ほ
し
N

「子
女

教
育

」
問

題
に

も
っ
と
力

を
い

れ
て

ほ
し
N

現
地

の
生

活
待
遇

を
改

善
し
て
ほ

し
い

現
地

の
会
社

の
状
況

を
も
っ

と
勘

案
し
て
ほ

し
N

そ
の
他

の
「要

望
」

あ
な
た

自
身

の
「
も
の

の
考

え
方

」
と

タ
イ
人

の
「
も
の

の
考

え
方

」
と
で

は
、

ど
の

く
ら
N似

か
「

よ
っ
て
Hる

、
あ

る
い

は
離

れ
.て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。

 
 
非

常
に
か

け
は
な

れ
て
い

て
、

理
解

が
聾

ず
か

し
し㌔

と
思

え
ぱ

「
A」

 
 
少

し
か
け

は
な
れ

て
い
て

、
や
や
理

解
が

む
ず

か
し
ti
，

と
思
え

ぱ
「
BJ

 
 
少

し
身

近
に
感

じ
ら
れ

、
や

や
理

解
し
や

す
ti
，

と
思

え
ぱ

「
C」

 
 
非

常
に
身

近
に
感

じ
ら
れ

、
理

解
し
や

す
N，

と
思

え
ぱ

「
D」

を
そ

れ
ぞ
れ

に
記
入

し
て
下

さ
い

。

 
 

( 
 

) 
一

般
タ
イ
人

 
 

( 
 

) 
華

僑
系

タ
イ
人

一
丿.3

：
L次

に
い

ろ
い

ろ
と
職

場
で

起
こ
hが

ち
な
事

柄
を

、・
事

例
的

に
書

い
て

い
ま

す
。

 
 

 
あ

な
た

自
身

は
そ

う
し

た
場

面
に

あ
っ

た
と
仮

定
し
た

時
、

ど
の

よ
う

な
行

動
や

判
断

を
と

り
ま

す
か
。

ま
た
、

華
僑

系
タ
イ

人
や

一
般

タ
イ

人
な

ら
ば

ど
の

よ
う

な
行

動
や

判
断

を
と
る

だ
ろ

う
と
、
あ

な
た

の
経

験
や

知
識

か
ら
ti
っ

て
想

定
で

き
ま

す
か
。

三
者
(あ

な
た

・
華

僑
系

・
一

般
タ

イ
み
)に

つ
い

て
、

各
項

目
か

ら
ひ

と
つ

ず
つ

選
ん

で
下

さ
4㌔

(1
)約

 
束

職
場

の
全

員
が

受
け

も
ち

の
仕

事
で

忙
し
い

時
、

あ
な

た
は

依
頼

さ
れ

て
い

た

仕
事

が
多

少
の

残
業

で
は

ま
に

あ
わ

な
い

ほ
ど

残
っ

て
Hて

、
間

近
に

ぜ
ま
っ

た
約

束
の

期
日

ま
で

に
終

わ
hそ

う
に

な
く
、

身
体

も
く
た

く
た

で
す

。

ロ
な

ら
ば

…
…

 
 

 
菅

夜
を

日
に

つ
い

で
働

き
、

身
体

に
無

理
を

し
て

で
も
期

日
ま

で
に

終
え

る
o

 
 

 
菅

依
頼

者
に
早

め
に

謝
り

に
い

き
、

自
分

の
不

覚
を
詫

び
る

。

 
 

 
菅

遅
れ

は
し

ょ
う
が

な
い

の
で

、
従

来
ど

お
り
の

ペ
ー

ス
で

、
や
h遂

げ
る

こ
と
を
心

懸
け
る
。

 
 

 
砦
不

当
な
職

務
を

課
す

そ
の

会
社

を
辞

め
、

別
の

居
心

地
の

よ
ti
会

社
を

探
す
。

 
 

 
管

そ
の

他
(説

明
)

At
tr
ib
ut
io
n

 
そ

れ
で

は
、

そ
の

よ
う
な

事
態
(あ

な
た

が
約

束
の

期
日

に
遅

れ
か

か
っ

て
ti
る
)に

な
っ

た
「
原

 
因

の
責

任
」

は
、

ど
ち

ら
に

ど
れ

だ
け

の
割

合
で

あ
る

と
思

い
ま

す
か
。

あ
 
な
 
た

だ
っ
た

ら
、
依
頼
者
( 

)%
自

分
自
身
( 

)%
そ

の
他
(

i華
僑

系
だ
っ
た

ら
依
頼
者
()

%自
分
自
身
()
%そ

の
他
(

一
般

タ
イ
人

だ
っ
た

ら
 
依
頼
者
( 

)%
自

分
自
身
( 

)%
そ

の
他
(

(2
) 

Sa
nu
kあ

リ

)%
と

思
う
。

)%
と

思
う
だ
ろ

う
of

)%
と

思
う
だ
ろ

う
。

職
場
の

雰
囲
気
は
明

る
く
快
適

な
の
で
す
が
、

ま
か

さ
れ
て
い

る
仕
事

は
責
任

1牲
や
餒

懺
低

く
・
仕
蜘

や
hが

い
は
乏

し
H・

箙
か
上

司
に
い
っ
て

 
み

た
の

で
す

が
・…

・・

口
な

ら
ば
…
…

 
 

 
畳
会
社

に
残

り
、

そ
の
職
務

を
つ
づ

サ
た
い
。

 
 

 
蒡
会
社
を
辞

め
、

別
の
会
社

を
探

し
た

い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
1

象



 
そ
の
後

一
 

 .

 
 

も
し

も
、

そ
の

会
社

に
居

残
っ

た
場

合
、

そ
れ

で
は

次
に
鹽ど

う
し

ま
す

か
。

(5
) 

「
働

く
」

意
味

「
働

く
」
と
ti
う

こ
と
は
、

あ
な

た
に

と
っ

て
ど

う
ti
う

意
味

を
も

ち
ま
す

か
。

ロ
な

ら
ば

…
…

 
 
 

吐
司
に
箙

灘
し
ゆ

勧
飾

の
あ
る
仕
事
顰

求
す
る
.

 
 

 
菅

な
ん

で
も
経

験
だ

と
思

い
き
か

せ
，

黙
っ

て
働

く
。

 
 

 
菅

や
hが

い
よ
h快

適
な
環

境
を
望

む
冷

ら
、

別
に

も
う
気

に
せ

ず
働

く
0

 
 

 
斎
そ

の
他
(説

明
)

(3
) 

Sa
ロ
u1
く
な

～
II
職
務
の
責

任
怪

や
重

要
性

は
夢

も
く
、
達
成

し
た

の
ち
の
満
足

感
や
や

り
が
ti

lは
得

ら
れ

る
の

で
す

が
、

失
敗

に
対

し
て

も
厳

し
く
、

働
ti
て
ti
る

あ
い

だ
は

一         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
.

ロ
な

ら
ば

・。
・…

 
 

 
蒡
会

社
に

残
っ

て
、

職
務

を
つ

づ
け

た
い
。

 
 

 
蒡

会
社

を
辞

め
、

別
の

会
社

を
探

し
た

い
。

 
そ
の
後

一  
 

も
し

も
、

そ
の

会
社
K居

残
っ

た
場

合
、

そ
れ

で
は

次
に

ど
う

し
ま

す
か
。

ロ
な

ら
ば

…
…

 
 

 
暑
収

入
を

え
る

こ
と
。

 
 

 
蒡
社

会
の

た
め

に
尽

く
す

こ
と
6

 
 

 
弊

自
分

の
才

能
と

可
能

性
を
た

め
し

て
み

る
ご

と
。

 
 

 
暑
趣

味
に

あ
っ

た
生

き
方

を
し

て
い

る
こ

と
。

 
 

 
軒
社

会
的

に
高

い
地

位
を

え
る

こ
と
。

 
 

 
菅
別

に
意

味
は

な
く
、

な
ん

と
な

く
生

き
て

い
る
。

 
 

 
菅
そ

の
他
(説

明
)

匸
コ

な
ら

ば
・・
…

・

 
 

 
辯

餓
さ
げ

ら
紋

も
廉

か
ら
.4
t内

容
を
お

と
し
て

も
ら
う
。

 
 

 
菅
そ
の
重
ti
課

業
の
な
か

に
あ
っ
て

も
、
快
適

性
が
え

ら
れ

る
よ
う
に
、

も
っ

と
努

力
す
る
。

 
 

 
梼
仕
事

の
や

シ
が

い
を
失
っ

て
も
、
責

任
の

う
す

い
快
適

な
職

務
に
力
干え

て
も
ら

う
。

 
 

 
蒡
そ
の
他
(説

明
)

(6
)「

注
意

」
す

る

部
下

に
仕

事
を

た
の

み
ま

し
た

が
、

期
日
が

す
ぎ

て
も

そ
れ

は
達

成
さ

れ
て

い

ま
せ

ん
。

ロ
な

ら
ば

…
…

 
 

 
蒡

黙
っ

て
不

問
に

ふ
す

。

 
 

 
芸

そ
の

部
下

に
注

意
を

一与
え

る
。

そ
の

し
か

た

 
も

し
も
、

「
注

意
」
を

与
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
ぐ
な

っ
た

と
き

、
ど
の

方
法

を
と

り
』ま

す
か

。

.《
4)
iR
属

心
一

1年
末

も
お

し
つ

ま
っ

た
i2
Az
z日

 
ク

リ
ス

マ
ス

や
正

月
が

も
う

じ
き

で
す

。

.i
と

こ
ろ

が
「
有

給
休

暇
」

が
ま

だ
10
目

も
残

っ
て

い
る

の
に

気
づ

き
ま

し
た
。

ロ
な

ら
ば

…
…

 
 
 

蒡
当
然

の
権
利

な
の
で
、
す

ぺ
て
の

休
暇
を
消
化

す
る
。

 
 
 

菅
同
僚

は
忙

し
く
働
ti
て

い
る
の
で
見
合

わ
せ
、
変

わ
ら
ず

出
勤
す
る
。

 
 
 

菅
そ
の
10
日

間
の

う
ち
、
何

日
か

は
休

み
、，
残

り
は
出
勤

ナ
る
。

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

12

□
な

ら
ば
(ふ

つ
う
は
)…

…

 
 

 
蒡
面

と
向

か
っ

て
直
接

的
に

注
意

す
る

。

 
 

 
蔚
遠

ま
わ

し
に

問
接

的
に

注
意

す
る
。

(7
)好

み
の

上
司

ど
ち

ら
の

タ
イ

ブ
の
上

司
と

、
も

し
も
働

く
と

し
た

ら
一

緒
に

働
き

た
い

で
す

か
。
i

□
な

ら
ば

…
…

 
 

 
菟

時
に
妹
規

則
を

ま
げ
2，

無
理

な
仕

事
を

さ
せ

る
こ
と

も
あ

る
が
、

仕
事

い
が

い
で

も
人

の
め
ん

 
 

 
 

ど
う
.を

よ
く
み

る
上

司
。

 
 

 
筈

規
則

を
ま
げ

て
ま

で
.無

理
な
仕

事
を
さ
せ

る
こ

と
は

な
い
が

、
仕

事
い

が
ti
の

こ
と
で
は

人
の

 
 

 
 

め
ん

ど
う

は
見

な
N上

司
0
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一
も

し
も
仮

に
仕

事
の

う
え

で
失
散

を
し
た

と
き
に
、
上

司
に
は

ど
の

よ
う

な
態

度
を
1

の
ぞ

み
ま

す
か
o

口
な

ら
ば
(自

分
に

対
し
て
)・

・…
・

 
 

 
菅

直
接

な
黔

か
つ

そ
の

場
で
注

意
を

・与
え

て
も

ら
ti
た

い
。

 
 

 
曇

間
接

的
で

遠
回

し
に

注
意

を
与

え
て

も
ら
い

た
い

。

(9
)価

饐
感

生
巻
て
Nく

う
え
で
大
切
な
こ
と
の
願
番
を
下
記
の
な
か
か
ら
え
ら
ん
で
下
さ
N。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

(1
番

か
ら
5番

ま
.で

)
1

.i

ロ
が

も
し
、
そ
の
会
社
の
社
長
な
.ら
ば
…

…

 
 
 

菅
自
分

ρ
息
子

を
採

用
す

る
。

 
 
 

蒡
も
う
ひ

と
hの

成
績
の
良

か
っ

た
応
募

者
の
方
を
採
用

す
る
。

採
 

用
 

①

 
そ

れ
で

は
、

こ
の

場
合

、
2番

に
な
'っ

た
の

が
「
あ
な

た
の
息

子
」

で
は

な
く
、
「
親

戚
の
子

供
」

 
だ

っ
た

ら
、

社
長

と
し
て

ど
ち

ら
を
採

用
し

ま
す

か
。

口
な

ら
ば

…
…

 
 
 

管
個
人

の
権
利

を
尊
重
す

る
ζ
と
。

 
 
 

菅
自
由
を
尊
：重
す

る
こ
と
。

 
 
 

曇
面
子
(体

面
)を

尊
重
ナ
る

こ
と
。

 
 
 

蒡
恩
の

あ
る
人

に
恩
返

し
を
す

る
こ
と
。

 
 
 

菅
親

に
孝
行

を
す
る

こ
と
。

口
な
ら
ば
…
…

 
 
 

蒡
親
戚

の
子
供

を
採

用
す

る
。

 
 
 

菅
も
う
ひ

と
シ
の
成

績
の
良

か
っ

た
応
募
者

を
採
用
ナ

る
。

採
 

用
 
②

 
そ

れ
で
は
、

も
し
そ
の
2番

に
な
っ

た
の

が
、

あ
な
た
が

と
て

も
義
理

の
あ
る
方

の
子
供

だ
と

 
し
た

ら
、
社

長
と
し
て
ど
ち

ら
を
採

用
し
ま
す

か
。

O ①

…
 
τ韲

壅
i亟

璽
璽
三
三
ヨ

ロ
が

も
し
も
、
そ
の
会
社
の
社
長
な

ら
ば

…
…

 
 
 

些
と
て

も
義
理

の
あ
る
方

の
子
供

を
採
用
す

る
。

 
 
 

甚
も
う
ひ

と
♪
の
成

績
の
良
か
っ

た
応
募
者

の
方
を
採
用

ナ
る
。

口
な

ら
ば

・・
…

・

 
 

 
斎
個

人
が

幸
福

に
な
っ

て
、

は
じ
め

て
そ

の
国

全
体

が
よ

く
な

る
。

 
 

 
菅

そ
の

国
全

体
が

よ
く

な
っ

て
、

は
じ
め

て
個

人
が

幸
福

に
な

る
。

 
 

 
畳
そ

の
国

が
よ

く
な

る
こ

と
も
、

個
人

が
幸

福
に

な
る

ζ
と

も
同

時
で

あ
る
ぺ

き
3t
o

32
，
現
在

の
会
祉
で

の
あ
な
た
の
採
用
型
態
；ま
次
の

ど
れ
で
す
か
。

 
 
( 

)現
地
採
用
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
'

 
 
( 

)商
社
な

ど
他
社
か

ら
の
出
向

 
 
( 

) 
本

社
派
遣
 

 
 
 

 
 

 
 
 

，

(1
1)
採
 

用

一  を1人採用するた
め

試
験

を
し
ま

し
た

。
応

募
者

は
二

入
ti
て
ti
そ

の
う
ち

の
i

一・
人

は
あ
・
た
の

息
子

で
す
。

し
か

し
試

験
の
褓

は
も
う
ひ

ψ
の
応
儲

の
1

激
嶽

鵬
巖

識
襯

驪
簔舞

鰍
焔

当
：
1

ど
ち

ら
を
採
用

し
ま
す
か
。
  

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

1

一
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